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第84次調査Ⅱa層水田跡遺物出土状況

第85次調査 B区全景



郡山遺跡の調査も12年目を迎え、毎年数々の成果を積みあげ、東北の古代史解明に一石を投

じておりますことは、古代史・考古学等の識者のみならず市民の皆様方にも御承知のことと存

じます。

最古の役所跡・郡山遺跡の発見は、日本の考古学・古代史学界に大 きな反響を巻き起 こした

ばかりでなく、地方の時代の幕開けを象徴する極めて意義深いものであります。

今回の調査は、方四町H期官衛 と、郡山廃寺 との間で行なわれ、四面に廂を持つ堂々たる建

物が発見された他、官衛の性格を探る上で極めて重要な資料が次々と発見され、古代史研究の

前進に寄与するものと確信しております。ここに調査の記録を余すことな く報告、公開するも

のであります。

政令都市として新たな出発をした本市におきましては、市街地周辺地区での開発がこれまで

になく進められております。文化財の保存につきましてもよリー層緊密な調整を必要とする状

況にありますが、そのような中にあって、調査を実施できますことは、ひとえに市民の皆様方

の御協力の賜物 と感謝申し上げる次第であります。

祖先の残 してくれた貴重な文化遺産を次の世代に継承することは、行政 とともに、市民一人

一人の先人への理解と子孫への展望なくしては成 し得ないものであります。

文化財保護への深い御理解 と御協力をお願いするとともに、本書が文化財受護精神高揚の一

助となりますことを願 うものです。

平成 3年 3月

仙台市教育委員会

教育長 東海林 恒 英



例

1.本書は、宅地造成工事に伴なう郡山遺跡第84次・85次発掘調査の本報告書であり、既に公

表された略報等に優先するものである。

2.本調査の経費は、申請者仙台市農業協同組合組合長理事佐藤守氏 (第84次調査)、 庄子孝氏

(第85次調査)の負担による。

3.本書の編集は斎野裕彦が行つた。

4.本書の作成にあたり、次のとおり分担 した。

本文執筆         斎野裕彦

遺構図面整理、 トレース  泉美恵子、桜井幸子、畑中ゆかり、斎野

遺物実測・トレース・拓影  伊藤房江、小林史子、片根義幸、畑中、泉、斎野

写真撮影         斎野、伊藤

5。 関連科学については、灰像分析を松谷暁子氏、プラント・オパール分析 を古環境研究所、使

用痕分析を山田しょう氏へ依頼 した。

6.石器の材質の鑑定は、仙台市科学館 佐々木隆氏にお願いした。

7.遺構図の平面位置図は相対座標で、座標原点は任意に設置した配 1原点 (X=0、 Y=0)

とし、高さは標高値で記した。

8。 文中で記した方位角は磁北線を基準としている。

9.遺構略号は次のとおりで、全遺構に通し番号を付 した。

SB 建  物  跡   SI 竪 穴住 居跡   SX 性格不明遺構

SD 溝     跡   SK tt     lA~   P  ピット・/Jヽ柱穴

10。 追物略号は次のとおりで、各々種別毎に番号を付した。

B 弥 生 土 器      D 土師器 (ロ クロ使用) F 九瓦 。軒九瓦

C 土師器 (ロ クロ不使用) E 須  恵  器     G 平瓦・軒平瓦

11.遺物実測図の網スクリーントーン貼 り込みは黒色処理を示 している。

12.本概報の土色については「新版標準土色帳」 1/Jヽ山・佐藤 :1970)を 使用した。
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I 調査に至る経過 と調査要項

1.調査 に至 る経過

郡山遺跡は、古 くから諏訪神社北方の畑を中心に瓦の散布する地区として知 られてお り、そ

の北方に位置する郡山三丁目遺跡には土師器、須恵器が散布することから、 2遺跡の関連性が

考えられていた。

この遺跡の発掘調査が初めて行なわれたのは、昭和54年の郡山三丁目205-1、 206-1に おい

て計画された開発行為に伴なう事前調査によるものであった。調査は仙台市教育委員会によっ

て行なわれ、検出された多 くの掘立柱建物跡、竪穴住居跡、土坑や、出上した多量の上師器、

須恵器などから、遺跡の性格が 7世紀末から8世紀初頭の官衝跡であるとの見方が強まった。

これらの成果をもとに、仙台市教育委員会では郡山遺跡の範囲拡大を郡山三丁目遺跡を含む

形で行ない、文化庁、宮城県教育委員会 との協議のうえ、遺跡の範囲と性格を明らかにするた

め主に国庫補助事業 として昭和55年度から発掘調査を実施 してきている。

この間、83次に及ぶ調査が行なわれ、郡山遺跡には7世紀後半から8世紀初頭にかけて、大

別 2時期の官衝 (I期官衝・ H期官衛)の存在が明らかとなっている。また、それ以前や以後

の遺構、遺物 も検出されており、現在のとろこ遺跡の年代幅は縄文時代後期から近世に及ぶこ

とが判明している。

こうした状況の中、平成元年 3月 、仙台市摺ケ岡 1丁目2-45、 仙台市農業協同組合組合長、

理事佐藤守氏により仙台市郡山 6丁 目231-1他における宅地造成のための発掘届が提出され、

また平成元年 9月 、仙台市郡山 3丁目19-21、 庄子孝氏により仙台市郡山 5丁目46-1他にお

ける宅地造成のための発掘届が仙台市教育委員会に提出された。この 2箇所は郡山遺跡の範囲

内にあることから、両者との協議により、それぞれ記録保存のための事前調査が平成元年度に

当教育委員会により行なわれることとなった。

第 1図 郡山遺跡位置図



2.調査要項

(1)遺 跡 名 郡山遺跡 (仙台市文化財登録番号C-104)

り)調査名と調査区所在地

郡山遺跡第84次調査 :仙台市太白区郡山 6丁目231-1他 (申請者 仙台市農業協同組合

組合長理事  佐藤 守 氏)

郡山遺跡第85次調査 :仙台市太白区郡山 5丁 目46-1他 (申請者 庄子 孝 氏 )

13)調査期間

第84次調査 発掘調査 平成元年 7月 13日 から平成元年10月 2日

室内整理 平成 2年 4月■日から平成 2年 6月 30日

第85次調査 発掘調査 平成元年10月 4日 から平成元年12月 4日

室内整理 平成 2年 4月 11日 から平成 2年 6月 30日

は)調査面積

第84次調査 :調査面積229.3∬ 対象面積1752142

第85次調査 :調査面積626.5∬ (A区 191.3∬、B区435。 21a2)対象面積2704m2

6)調査主体 仙台市教育委員会

に)調査担当 仙台市教育委員会社会教育部文化財課

課長 早坂春一

調査第一係 係長 佐藤 隆  主事 斎野裕彦

(7)発掘調査参加者 赤井沢サダ子 浅見諧子 阿部郁子 安齋直子 泉美恵子 伊藤貞子

伊藤房江 伊藤律子 大友節子 大山のり子 小幡勝子 金沢沙知子 叶 誠 川村 信

菊地つね子 菊地文明 北村宗司 小池房子 斎藤紀子 桜井幸子 桜谷勇作 佐々木義明

佐竹さく子 渋谷佳代 庄子かつえ 菅井民子 高橋秀幸 高橋美香 高橋ヨシ子 高山紀子

田中さと子 谷藤恵子 千田あや子 千田タイ子 永井考仁 永坂宏樹 永田英明 針生ゑなよ

牧かね子 松木慎一 松田 稔 真山 剛 隼岸りつ子 峯岸安好 吉田アキヨ 米倉節子 渡辺清貴

俗)整理作業参加者 青山博樹 泉美恵子 伊藤房江 海藤 浩 片根義幸 古賀克典

小林史子 斎藤紀子 桜井幸子 佐々木義昭 佐藤光一 高橋秀幸 田中一史 永井考仁

永坂宏樹 畑中ゆかり 半沢 忍 松木慎一 村上令子

0)発掘調査に際して下記の方々から適切な御教示をいただいた。記して感謝したい。 (敬称略)

今泉 隆 (東北大学)、 岡田茂弘 (国立歴史民俗博物館)、 桑原滋郎 (宮城県教育庁 )、 佐川政敏

(奈良国立文化財研究所)、 佐々木隆 (仙台市科学館)、 須藤 隆 (東北大学)、 高野芳宏 (東北歴

史資料館)、 豊島正幸 (東北農業試験場 )、 丹羽 茂 (多賀城跡調査研究所)、 松谷暁子 (東京大

学)、 山田しょう(東北大学)、 結城慎― (仙台市博物館)、 渡邊泰仲 (仙台育英学園高校 )



H 遺跡の立地 と環境

1.立  地

宮城県中央部の地形は、山形県境沿いに船形山、面白山を擁し南北に連なる奥羽山脈 と、こ

こより発生する陸前丘陵、さらに東方へ広がる宮城野海岸平野よりなる。仙台市近傍では、陸

前丘陵を広瀬川と名取川が東流しており、その河間丘陵地を青葉山丘陵、広瀬川以北を七北田

丘陵、名取川以南を高館丘陵とそれぞれ命名している。両河川は中流域に下刻作用により4～ 5

段の段丘地形を発達させており、丘陵を貫流したのち、沖積作用により宮城野海岸平野を形成

してきている。宮城野海岸平野は地理的条件や成因、地質などから地形区分がなされており、

仙台市南部の広瀬川と名取川の合流点付近では河間低地を郡山低地、広瀬川以北を霞ノロ低地、

名取川以南を名取低地 と呼んでいる。

郡山遺跡は、これら低地の中で郡山低地に所在する。郡山低地は、北東縁 と南縁を広瀬、名

取両河川により他の低地と画され、北西縁には地質構造線 (長町―利府線)が南西―北東方向

に走 り、青葉山丘陵と名取台地 との地形境堺をなしている。標高は7m～20mでぁる。豊島正

幸氏によれば、「郡山低地は広瀬川沿いでは小規模な段丘崖で画され、名取川沿いでは自然堤防

が発達している」地形環境にあり、西半部では自然堤防の背後に後背湿地が広がっているのに

対し、東半部では支流も含め、広瀬、名取両河ナIIの合流点に近いこともあり、主に自然堤防と

ともに多 くの旧河道がみられる。

第 2図は郡山低地東半部における旧河道及び段丘崖の位置を 2万 5千分 1の地形図に示した

もの (航空写真の判読により東北農業試験場の豊島正幸氏に作成していただいた。)で、それに

周辺の遺跡範囲等を加えてある。また第 3図には郡山遺跡の全体図に旧河道及び段丘崖 (太

線)、 今回の調査地点、関連する調査地点を示している。

郡山遺跡は低地東半部でも北寄 りの位置にあり、東西800m、 南北900m、 面積72万m2を有し

ている。遺跡北端部は低地東半部でも最も標高の高い場所であり (標高12～1lm)、 南方へは

徐々に標高を減じていき、名取川沿いでやや標高が高 くなる傾向にあるが、北方とは段丘崖に

より標高差が認められる。この段丘崖は郡山遺跡及び隣接する西台畑遺跡、北目城跡の北縁と

関連するとともに、郡山遺跡Ⅱ期官衛外郭北辺の設定など、官衛跡との関連性も考えられる。

また旧河道には現況でも河道を認識できるものもあるが、遺跡範囲内では、これまでの旧河道

部分の調査でも、 I期官衝以前、 I期官衛、H期官行の時期の遺構が検出されており、当時は

微起伏はあるものの北高南低の平坦な地面を呈していたものと思われる。遺跡の南縁について

は、比高差 1～ 2mの二つの旧河道が考えられている。

今回の調査地点は第 3図に示すように、H期官衛外部南辺と、郡山廃寺中枢伽藍域の中間地



写真 1 郡山遺跡周辺の航空写真
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第 2図 郡山低地東半部における旧河道の位置と遺跡分布図



写真 2 調査区違景

区にあたり、 3地点 とも旧河道に位置 している。

2.歴史的環境

郡山低地東半部には数多 くの遺跡が分布しており、現在のところ縄文時代後期から近世にか

けての遺構あるいは遺物が検出されている。しかし、郡山遺跡を除き他の遺跡での調査例は少

なく西台畑遺跡や欠ノ上 I遺跡などにおいて行われているにすぎない。

郡山遺跡北西縁に隣接する西台畑遺跡は、1957年 (昭和32)に 粘土採掘工事に伴ない発見さ

れた遺跡で、地表下 5mか ら縄文時代後期の遺物、地表下約 2mか ら弥生時代桝形囲式期の遺
註 16) 註 1つ

物が出上しておりその後の調査により、墓域の存在が推定されている。また1982年 (昭和57)

に行われた調査では本流と考えられる南北方向の河川跡が検出されている。

欠ノ上 I遺跡では、平安時代後半から中世にかけての水田跡が検出され、旧河道に立地する

という地形的制約を受けたなかでの水田耕作の実態が明らかとなっている。

また、郡山遺跡東縁に隣接する北目城跡は、15世紀に粟野大膳が居館 とした後、伊達政宗が

居城 としていたもので、郡山遺跡で検出される中世～近世の遺構、遺物 との関連性は今後の課

題 とされる。

こうした郡山低地東半部での遺跡のあり方は、旧河道の分布にも示されるような現地形面に

おける複雑性を各時期における河道や地形面の把握により、検出される遺構、遺物 との関連性

から理解していく必要性があろう。
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Ⅲ 調査の方法 と調査経過

1.調査 区の設定

(1)第 84次調査 :対象地区は郡山廃寺中枢伽藍北西コーナーの北側にあたる。昭和60年の第62次

調査では伽藍の北西コーナーと門跡が確認された他、平安時代の遺構、遺物が検出されてお り、

それに関連した遺構、遺物の検出が予想された。

調査区は主に道路予定地部分に第 4図のようにL字形に設定 した。調査面積は229.31n2で ぁ

る。調査区北西コーナー付近の任意の点を原点 (N-0-S、 W-0-E)と し、ここから調

査区の方向に合わせて基準線を設け、これをもとに調査区内に6m× 6mのグリットを設定 し、

遺構実測を行なった。測量基準線の方向は真北に対 してN-18°一Eである。また各グリットは

さらに3m× 3mの小グリットに分割し、北西コーナー部分から時計回りにabcdと 名称 を

つけた。

(2)第85次調査 :対象地区はH期官衛外郭南辺 (南門から西へ約100mの地点)か ら郡山廃寺推

定寺域線北辺北側にかけての位置にあたる。北端部において外郭大濤の検出が予想された。

調査区は北側の道路予定地部分191.3n12を A区、南側の道路 と宅地予定地部分の435。 2142を B

区とし、第 4図のように設定した。調査区北西コーナー付近の任意の点を原点 (N-0-S、

W-0-S)と し、ここからB区の調査区の方向に合わせて基準線を設け、これをもとに調査

区内に4m× 4mのグリットを設定し、遺構実測を行なった。測量基準線の方向は真北に対 し

てN-4° 一 Vヽである。

2.調査経過

(1)第84次調査 :発掘調査は平成元年 7月 13日 に開始された。Ha～ d層の各層上面で遺構が検

出され、Ⅱd層上面では I期・ Ⅱ期官衛跡の遺構面が良好に残っていたことが確認されたこと

から申請者との協議を行ない、その結果地下遺構を損なわない工法をとることの了解が得られ

たため、Ⅱd層 より下層への調査は行なわず、平成元年10月 2日発掘調査は終了した。室内整

理作業は平成元年 4月 11日 に開始され、平成 2年 6月 30日 に終了した。

(2)第 85次調査 :発掘調査は平成元年10月 4日 に開始された。第 4図のようにA区、B区 とも I

期・ Ⅱ期官衛跡の遺構面が良好に残っていたことが確認されたことから申請者 との協議を行な

い、その結果地下遺構を損なわない工法をとることの了解が得られたため、より下層への調査

は行なわず、平成元年12月 4日 発掘調査は終了した。室内整理作業は平成元年 4月 11日 に開始

され、平成 2年 6月 30日 に終了した。
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Ⅳ 第84次調査

1.基本層序

第84次調査区においては、 I層～V層の基本層が確認され、 I層 はa～ c、 Ⅱ層はa～ dに

それぞれ細分されている。それらの成因については、 I層には不明な点もあるが、H・ Ⅲ層 は

主に河川による砂、シル ト、粘上の供給に基づき、Ⅳ・ V層 は主に泥炭の形成 と河川による粘

土あるいはシル トの供給に基づいているものと考えられる。なかでもШ層は、砂粒を比較的多

く含む褐色のシル ト質粘土層であり、層厚も厚 く、下層との間に成因、土性の異なりのあるこ

とから、当調査区内ではⅢ層の堆積によって、地形あるいは環境の変化が起きていることが考

えられる。又、プラント・オパール分析によって、 I層の各層、Ha～ HC層、Ⅳ層からイネ

機動細胞のプラント・オパールが検出されている (第VII章参照)。

Ia層

Ib層

IC層

Ha′層

Ha層

Ⅱb層

HC層

Hc′層

Hd層

III 層

7.5Y7/1灰色シルト。現水田耕作土

5Y5/1灰色シルト。現水田床土。しまりがある。

2.5Y6/1黄灰色シルト。酸化鉄、マンガン斑を多く含む。

10YR6/1褐灰色シルト質粘土。上部に酸化鉄を含む。上～中位にマンガン斑を含む。

この層は、C-1～ 3グ リット南半部に分布している。上面におけるHa層 との境界

ラインは、Ha層上面で検出された遺構の廃絶時以降にHaア層を耕作土とする水田跡

に伴なう畦畔の位置を示す可能性もある。層厚は3 cm～ 14cmで ある。この層の下面に

は凹凸が認められ、直下にⅡa層 を残す部分もある。

2.5Y5/1黄灰色粘土質シルト。上部に酸化鉄を含む。上～中位にマンガン斑を含む。

この層は調査区全域に分布している。部分的に灰白色火山灰をわずかに含む。層厚は

5 cm～ 18cmで ある。この層の下面には凹凸が認められる。平安時代水田土壌。

10YR4/1褐灰色シルト質粘土。この層は調査区全域に分布している。マンガン斑を含

む。層厚は5 cm～ 17cm。 この層の下面にはやや凹凸が認められる。

10YR5/1褐灰色シルト質粘土。この層はC-5グリット以東に分布している。C-6

グリット東壁での層厚は3 cm～ 20硼である。

10YR4/1褐灰色粘土質シルト。この層はC-6グ リット東壁際のみに分布している。

層厚は3 cm～20cmで ある。この層の上面には凹凸が認められる。

10YR4/1褐灰色シルト質粘土。黄褐色土をブロック状に多く含む。黒褐色土を部分的

に含む。この層は調査区全域に分布している。層厚は5側～13c14である。

10YR4/6褐色シルト質粘土。砂粒を,ヒ較的多く含む。この層は調査区全域に分布して

いる。SX1259底面下では層厚は47cmである。



層 :10YR6/1褐 灰色シルト質粘土。植物遺体を含む。SX1259底面下では層厚5.5cm。 この

層の下面には凹凸が認められる。

層 :2.5Y7/2責灰色シルト質粘土。植物遺体を含む。

2.調査概要

Ha層、Hb層、HC層、Hd層の各層上面で遺構を検出している。HC層上面で検出され

た小濤状遺構群 はHC層の分布しないC-5グ リット以西ではHd層上面で検出されているこ

とから、この遺構検出面をHC・ d層上面 とした。各層の調査内容は以下の通 りである。

Ha層上面 :平安時代の遺構面。土坑 5基 (SK1255、 1256、 1257、 1259、 1262、 1263)、 性格不

明遺構 3基 (SX1258、 SX1260、 SX1261)、 ピット63基 ・(Pl～ P63)

Hb層上面 :Ha層水田跡 (Ha層 を水田土壌 とする平安時代の水田跡に伴なう擬似畦畔)

Hc・ d層上面 :8世紀初頭～平安時代。小濤状遺構群 3群

Hd層上面 :7世紀後半～ 8世紀初頭の遺構面。掘立柱建物跡 1棟 (SB1265)、 竪穴住居跡 3棟

(S11267、 1268、 1269)、 濤跡 1条 (SD1266)、 土坑 4基 (SK1270、 1271、 1273、

1274)、 性格不明遺構 1基 (SX1272)、 ピット73基 (P64～ P137)。

遺物 は遺構 と基本層 I～ Ⅱd層中から出上しており、その総数は12989点 である。基本層出土

遺物の大半は小破片である。 I～ Ha層 にかけて、C-4～ 6グ リットでの出土数量が多い。

Ha層出土遺物の大半はHa層上面及び上部からの出土である。Hb層での出土量は I・ Ha

層に

'ヒ

ベると少なく、HC、 Hd層からはほとんど遺物は出上していない。尚、遺物の分類に

あたっては、対象資料が小破片であることから土師器 と赤焼土器の区別のつかないものは土師

器 or赤焼土器の項を設けた。

3.Ha層 上面の調査

Ha層上面では調査区全域から遺構が検出されている。

SK1255(第 8図、写真 9、 10):C-2グ リットに位置する。平面形は不整橋円形を呈する。上

端長軸長194cm、 上端短軸長162cm、 深さ17clllを測る。底面はほぼ平坦である。埋土は 1層であ

る。

遺物は埋土中より上器破片 7点、底面から赤焼土器不 1点 (第10図 1)が出上している。埋

土中出土遺物のうち 1点 は、須恵器横瓶の破片であ り、後述するHd層上面で検出された

SD1266出上の須恵器横瓶と接合した (第24図 2)。

SK1256(第 8図、写真 5):C-2グ リットに位置する。平面形は不整隅丸長方形を呈する。上

端長軸長180cm、 上端短軸長103cln、 深さ20cmを 測る。底面はほば平坦である。南半部の底面 は
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S11267P2土層注記

層 位 土 色 土 性 備 考

1 10Y Rχ褐仄色 ンル ト質粘土
炭化物、焼土 を多量に合む。黄褐色土 をブロック状 1

わずかに合む。

2 10Y R/褐仄色 シ ,レ ト質 米占土
炭化物、焼上 を多量 に含む。黄褐色土 をブロック状 に

多量に含む。             _

土層註記

土 色 土 性 備 考

① 10Y R/福灰色 粘 土 質 シル ト

10Y R%黒褐色 シル ト質 粘 土

10Y R%褐灰色 粘 土 質 シル ト 下 部 に黄褐 色 土 をブ ロ ッ ク状 に含 む。

25Y%黄 灰 色 ンル ト 仄 白色 土 をブ ロ ッ ク状 に合 む

⑤ 25Y/黄 仄色 シル ト 灰 白色 土 をブ ロ ッ ク状 に合 む。

10Y R%掲仄色 粘土質シル ト

5Y/灰 色 シル ト 灰 白色 人 山灰 を含 む。

10Y R%灰責楊色 粘 土 質 シル ト 警楊 れ 上 の ブ ロ ッ ク 井 わ ず か に含 む 。

B.CG西壁セクション図 :樹嘉守う鳴解

ABG西壁セクション図

第 5図 第84次調査区セクション図
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第 1表  I層出土遺物数量表
十 恭 小 破 片

O 0 ユ

2

3

0

0
0 0

3

21

12

3 0

0
O

0

0 0 0

O 0 3

75 0

0 0

5

」

0 0

O

第 2表 Ⅱ a層出土遺物数量表

1

0

2

0

0 0

0

3

3

2 45

2

2

2

0 0

0

6

0

0

0

2 326

9

0

0

0



第 3表  Ⅱ b層出土遺物数量表

0 0

37
0 0

0 5 0

0
9 0

2 8

1

5 0
0 8

O
5

0 0 17

0
0

0 0

0

0 0

0

ユ

0 0

0
0

0

合    計

第 4表  Ⅱc層出土遺物数量表
非 ロ ク ロ 十 師 器 陶  恭

0 O O
0 0

0 0
0 0

0

0 0

0 0

0

0

0 0 0

第 5表 Ⅱd層出土遺物数量表
弥 年 十 器 石 器

0

0 0

O

0 0

0

0

0

0 0

0

1

0

0 O

0

0 0

0

0 0
0 O

0

0

0 0

0

0

0 0



第 6表 Ⅱa層上面検出遺構出土遺物数量表

SK 1255 2 2

SK 1257

SK 1259

53

′卜  浄| 7 O 0

258 理 I二 中 0 0 0 0 0

AP  25 理 十 中 0 3

0 2 2

SP  47 lT寸:中 0 0

理 十 中 2 0 2 5

SP  61 0 0

第 7表 ⅡC層上面検出遺構出土遺物数量表

0

0

0

第 8表 Ⅱd層上面検出遺構出土遺物数量表

非 ロ ク ロ 土 師 零 合    計

s 1  1267 0

虞    而 12
0

sI_ 1268 膚 155
0

層

0

床    而

O

0

′
I｀        言十

SD_1266 O

層

SX 1272 理  十  中

理  十  中

RP_ 109 0

理  十  中

0

理  十  中

0

理  十  中

ユ

合    計



調査の不手際で検出できなかった。埋土は 1層である。

遺物は埋土中より上器破片 1点が出土している。

SK1257(第 8図、写真 7・ 8):C-4グ リットに位置する。平面形は楕円形を呈する。上端長

軸長78cm、 上端短軸長65cm、 底面はほぼ平坦である。埋土は2層である。

遺物は埋土中より上器破片22点、底面から土師器郭 1点 (第10図 2)が出土している。

SK1259(第 8図、写真■～13):C-4・ 5グ リットに位置するも全容は不明であるが、平面形

は楕円形を呈するものと考えられる。上端長軸長160cm、 上端短軸長75cm以上、深さ57c14を 測る。

底面はほぼ平坦である。埋土は9層認められた。 3層 は灰白色火山灰であり、レンズ状の堆積

状況を示しており、この上坑の所属時期は灰白色火山灰降下以前であると考えられる。

遺物は 1・ 2・ 4・ 7層から土器破片が計418点出上しているが、全て小破片である。

SK1262(第 9図、写真16):C-6グ リットに位置する。HC層上面で確認された。平面形は隅

丸方形を呈する。上端長軸長65cm、 上端短軸長63cm、 深さ14cmで ある。壁面はほぼ垂直に立ち

上がる。底面はほぼ平坦である。埋土は 1層である。埋土中には灰白色火山灰をブロック状に

含むことから、Ha層上面を堀 り込み面とする遺構であると判断される。

遺物は埋土中より上器破片 8点が出土している。

SK1263(第 9図、写真17):C-6グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は円形あ

るいは精円形を呈するものと想定される。上端東西長65cm、 深さ46cmを 測る。底面にはやや凹

凸が認められる。埋土は3層である。 1層 には灰白色火山灰を含む。

遺物は埋土中より上器破片21点が出土している。

SX1258(第 9図、写真 4):C-1グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は濤状を

呈する。上端長軸長225cm以 上、上端短軸長47cm、 深さ17cmを測る。Ha′層の分布範囲では残存

状況は良好ではない。底面には段差が認められる。埋土は3層である。 1層 には灰白色火山灰

を含む。

遺物は埋土中より上器破片 7点が出土している。

SX1260(第 9図、写真14、 15):C-5グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は濤

状を呈する。上端長軸長242cm以上、上端短軸長100cm、 深さ4 cmを測る。底面はほぼ平坦であ

る。埋土は 1層であり、SX1261の 埋土とほぼ同じである。

遺物は埋土中より上器破片120点、瓦破片 1点が出上している。

SX1261(第 9図、写真14、 15)iC-5グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は濤

状を呈する。上端長軸長228cm以 上、上端短軸長65cm、 深さ 4 cmを 測る。底面はほぼ平坦である。

埋土は 1層であり、SX1260の埋土とほぼ同じである。

Ha層上面で検出された遺構のうち、土坑及び性格不明遺構の計 9基については、灰白色火



第 9表 柱穴・ ピッ ト土層註記表
S B1265

土  色       土   性 備 考

P■ 8 の10Y R%褐灰色   シルト質粘土 責福色土 をブロック状 に多く合む。

P123
の10V R%黒捉色   シルト質粘土 音 褐色 十 舟ブ ロ ッ ク状 に部 分 的 に合 む

⑥10Y R/暗 褐色   シルト質粘土 黄褐色土 を少量 ブロック状 に合む。

P,132
続机OVR笏 黒 福負    粘 土質 シル ト Ⅲ層ブロック混入多ヽ

025Y χ黄灰色   ンルト質粘土 W層 ブ ロ ッ ク涅 入 多 い

P133 の10V R%褐灰色   粘土質シルト 黄掲色上をブロック状に少量含む。

∩10v R%灰 責褐色  シル ト質粘土 責褐色土をブロック状にわずかに合む。

※のは堀り方埋土、⑧は柱痕跡埋土

土  色       土  性 土  色      土  性

P l OY R% ぶい責裾色  粘土質シルト

P,37
25Y/責 灰色     粘土質シルト

明黄褐色上がブロック状に混入

炭化物をわずかに合む。

P 2 OY R/ ぶい黄掲色  粘土質シル ト

P 3 OV R% ぶい責掲色  粘土質シル ト

P.4 10V R% ぶい音福&  粘土質シル ト P 38 2.5v/責灰色     粘土質シルト

P.5 OY R/ ぶい黄褐色  粘土質ンル ト
P 39

10Y R%裾灰色     粘土質シルト

10Y R%明 黄褐色土混入P.6 10V R% ぶい黄褐色  粘土質シル ト

p_ 7 10V R%に ぶい責裾色  粘土質シル ト P 40 25v%黄 仄色     粘土質シルト

P 8 10Y R/に ぶい責褐色  粘土質シルト
P 4

25Y/黄 灰色     粘土質シルト

明責褐色土をブロック状に合む。

炭化物を多く合む。

P 9 10V R/に ぶい責PFlt  粘土質シルト

P 10 10V R/に ぶい責掘色  粘土質シル ト

P.11
10Y R%褐灰色     粘土質シルト

10V R%明 黄褐色土混入
P 42

10Y R%褐灰色     粘土質シルト

艇イヒ4//71歩 合 むハ

P,12 10Y R%褐灰色     粘土質シルト
P 43

10Y R/掲灰色     粘土質シルト

炭化物、仄白色火山仄を含む。P.13 ホ

P 14
10Y R%褐灰色     粘土質シルト

10V R%明責褐色土混入

P 44 25v/音 灰白     粘十質シル ト

P 45 10Y R/褐灰色     粘土質シルト

P 15 10V R/楊灰色     粘土質シル ト
P 46

10Y R/褐灰色     粘土質シルト

炭イr物 を含 むハ
P 16

10Y R/褐灰色     シルト質粘土

灰白色火山灰を含む。
P 47

10Y Rχ 褐灰色     粘土質シルト

炭化物、灰白色火山灰を含む。p_17 10v R/裾灰色     シル ト質粘土

P,18 10Y R%掲灰色     シルト質粘土 P_ 48 10V R%灰責幅色    粘土質シル ト

P,19 10V R%掲灰色     粘土質シルト
P 49

10Y R%褐灰白     粘土質シルト

炭化物を含む。P 20 10V R/福仄色     粘土質シル ト

P 21 10Y R死 掲灰色     粘土質シルト P_50 5Y%責灰色     粘土質シルト

P,22 10Y R%掲仄色     粘土質シルト P 51 OYRχ褐灰色     粘土質シルト

P 23
10Y R%褐灰色     粘土質シルト

10Y R%明黄褐色土混入

P 52 OY R%褐灰色     粘土質シルト

P 53 OY R/裾灰色     粘土質シルト

P.24 10Y R/掲灰色     粘土質シルト p 54 OV R/褐 灰負     粘土質シル ト

P,25 10V R%褐灰色     シル ト質粘土
P 55

10Y R%裾灰色     粘土質シルト

炭化物を含む。P^26 10V R/褐灰a     粘土質シル ト

P 27 10Y R%褐灰色     粘土質シルト
P 56

10Y R/褐灰色     粘土質シルト

炭化物を合む。P 28 10V R%褐仄色     シル ト質粘土

P 29
10Y R/掲灰色     シルト質粘土

炭化物、灰白色火山灰を含む。
P 57

10Y Rχ 据灰色     粘土質シルト
辞 インrtl歩 合 静 ^

P 30 10Y R%褐灰色     シルト質粘土
P 58

10Y R/据灰色     粘土質シルト

小濤の埋上、黒褐色土をブロック状に含むP 3ユ 10V R/楊灰色     粘土質シル ト

P.32
25Y χ黄灰色     粘土質シルト

明黄褐色上がブロック状に混入。
P 59

10Y R%明黄褐色    粘土質シルト
炭化物を合む。

P_33 25Y/音 灰色     粘土質シル ト P 60
10Y R/捉灰色 `   粘土質シルト

炭化物を合む。
P,34

25Y%黄 灰色     粘土質ンルト

明黄褐色土がブロック状に混入。

炭化物を、わずかに合む。 P 61
10Y R/掲灰色     粘土質シル ト

灰白色火山灰、にぶい黄褐色 シル トを

ブロック状 に合む。P 35 10Y R%灰 黄掲色    シル ト質粘土

P 36
10Y R%爛k色      柏土質シルト

10Y R%明黄褐色土混入
P.62

10Y R/掲灰色     粘土質シルト

炭化物を合む。

P 63
25Y%責 灰臼     ンル ト

灰白色土 をブロック状 に合む。





S K1255土層誰記

層  怖 十 角 十 14 備   考

l 25Y%暗オリーブ掲色
粘土質
シル ト

7 5YR%明褐色

粘土質シルトを微
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S K1256土層誰言B

十  伯 +  '降
1 10V R/呈掘れ 粘 十 暫 シ ル ト

S K1259土層誰言己
SK 1257

S K1257:上 層離記

層 付 土  色

l 10Y R味 楊 鷹 魯

10Y R/襦鷹侮

層  位 十    侮 十   枠 備 者

1 25Y/苦 灰侮 粘 十 督 シ ル ト

″ 25Y/責 灰負 米占十 ぞ争シ ,レ ト 辟 夕 あ で か に合 子F

灰 白色 火 山灰

4 10Y R/裾扉侮 ラ,レ ト暫来士+
25V豚 音 辰 有 ンル ト暫 熟 十 責 綜 負 十 弁 ブ ロ ッ ク状 に合 f↑

6 10Y R/梱灰負 ル トFBF来 占十
7 25Y%晉 灰負 ル ト督来∴十 苦 楊 有 キ 歩 ブ ロ ッ ク辮 に IZ暑 に 合 tr

R 25Y/音 灰色 ン,レ ト暫*占 十
9 1∩ VPグ親扉名 シ,レ ト暫*占 十 苦 裾 徹 十 弁 ブ ロ ッ クメ■に合 tF

目 柿 十  14
1 粘 土 質 シル ト

2 シ,レ ト/HF来士+

第 8図  Ⅱa層上面検出遺構平面図・セクション図 (1)
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第 9図  Ⅱa層上面検出遺構平面図・セクション図 (2)



観  察  表

番号

登 録

番 号

種別 器形

出 土

遺 構

層位
外 面 調 整 内 面 調 整 法 量(cm)

残存 備 考 写真図版
日騰Ⅲ 体 きI 底 部 口脚 体 部 底 吉I 器高 日径 底径

〕
焼

器

赤

■

Ｋ

５５

Ｓ

‐２ 埋土 ロクロすデ ロクロナデ 嚇
り

ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ 123 51 % 90-]

2

土

采

Ｋ

ψ

ミ
ワ
” 1層 ロクロナデ 嚇

り
ヘラミ々キ→黒色処理

■

扱 χ 90-2

第10図  S K1255、 S K1257出 土遺物実測図

山灰 との関係から、SK1259の ように埋土 としてレンズ状の堆積 を示す ものと、SK1262、

SK1263、 SX1258の ように埋土中に火山灰を含むもの、その他の埋土中に火山灰を含まないも

のに分けられる。遺物は各遺構から出上しているが、そのほとんどは土器の小破片であり、遺

構毎の時期を明確にはできないが、いずれの遺構からも内黒のロクロ土師器不の破片が出上し
註20)

ており、後述するⅡb層上面の調査結果をもふまえると、これらの遺構は灰白色火山灰降下時

期を前後する平安時代に所属するものと考えられる。

4.Ⅱ b層上面の調査

Ha層を掘 り下げていく段階で、A～ C-1～ 3グ リットにおいて平面的にHa層中位でH

b層が帯状に走るプラン及びHa層 とHb層が直線的なラインによって分布域を異にする状況

が認められた (写真18、 20)。 この時点ではⅡb層 はHa′層の分布域にはほとんど認められな

い。Ha層を除去すると、Hb層上面において畦畔状の高まり及び直線的な方向性をもつ段差

が検出された (第 12図、写真19、 20)。 C-1・ 2グ リットでは畦畔状の高まりが一部途切れて

いる状況が認められ、Ha/層の分布する範囲での残存状況は良好ではない。また、畦畔状の高

まりで区画された各面には、C-1-aグ リットのように高低差をもつところもある。Ⅱb層

上面の標高は8.25m～8.35mで、東方に高 く、西方に低い傾向にあり、上面には細かな凹凸が

認められる。Hb層の直下層はHC層、Ⅱd層であり、この 2層の上面では細かな凹凸はあま

り認められず、畦畔状の高まり及び段差は検出されていない。

これらのことから、Ⅱb層上面で検出された畦畔状の高まりは、Ha層を水田土壌とする水

田跡に伴なう擬似畦畔 Bと して理解することが可能であり、その直上に畦畔の存在が考えられ

る。また、Ⅱb層上面で検出された段差は、その方向に沿ったHa層上面での畦畔の存在を示

す可能性がある。この水田跡は、Ha層 を耕作土とすることから、Ha層水田跡 と名称づけら

れる。尚、プラント・オパール分析では、Ha層、Hb層 ともにイネ機動細胞のプラント・オ

パールが検出されており、いずれも水田土壌の可能性が指摘されている。

水田跡の構造については不明な部分が多いが、成立基盤では、立地は旧河道であるが、下層



のHd層上面では官衛跡に関連する遺構が検出されており、湿地的な環境が継続していたとは

考えにくく、土壌は粘土質シル トである。また直下に酸化鉄の集積、マンガン斑は認められな

い。水田域については、C-4～ 7グ リットではHb層上面で擬似畦畔等は検出されていない

が、Ha層 はC-7グ リットまで分布しており、その間の層相変化も認められないことから、

水田域は調査区のほぼ全域に及んでいたものと考えられる。水田形態は、水田の上面が損なわ

れているため、畦畔の規模や区画などはわからないが、方向性については擬似畦畔のあり方か

ら、真北方向を基準としている傾向は看取されない。

次に出土遺物についてであるが、前述のように水田土壌であるHa層からは土器の小破片が

多く出土している。しかし、それらはHa層上面及びHa層上部からの出上が大半であり、Ⅱ

a層の上面が後世の耕作等の影響を受けていることから、これらはHa層上面で検出された遺

構に伴なう可能性が高い。

Ha層水田跡に伴なう遺物 としては、A-1-aグ リットから土器 8個体が重なって出上し

ている (第 13図、写真22～ 25)。 出土位置はHb層上面で検出された段差部分であり、Ha層中

から全て口縁を上にして出上している。写真22は、Ha層中におけるⅡa層 (ラ インの左)と

Ⅱb層 (ラ インの右)の分布範囲を示している。Ha層 を除去すると、土器の直下にHb層を

掘り込んだ落ち込みのプランが確認された (写真23)。 埋土はHa層であり、最も下の上器の底

面はこの落ち込みの底面より約 l cm浮いている (写真25)。 落ち込みの平面形は不整精円形であ

り、上端長軸長40cm以上、上端短軸長30cm、 段差の下のHb層上面からの深さは6 cmを 測る。

出土した 8個の上器の種別と重なり方は、上から順に第14図 5:赤焼土器邪、 7:赤焼土器

高台付不、 3:須恵器不、 8:赤焼土器高台付不、 4:赤焼土器不、 1:土師器不、 2:土師

器邪、 6:赤焼土器不で、土師器 2点、須恵器 1点、赤焼土器 5点の一括出上である。赤焼土

器高台付不は2点 とも高台部分を欠損しているが、他はほぼ完形である。須恵器不の外面には

墨書による文字が一字認められ、「午」あるいは「牛」の可能性が指摘されている。

8個の土器の器形、法量については第11図 に第14図 1～ 6の 口径/器高と口径/底径の比率

の相関を示した。観察表に示した法量 と合わせて数値的

な面から考えると、器形としては土師器、赤焼土器にそ

れぞれ異なるものが認められること、土師器(動 と赤焼土

器(5)の器形は類似するが、規模の点で異なること、須恵

器(9と 赤焼土器 (4・ 6)に は、器形、規模の点で類似

性のあることが知られる。また、赤焼土器高台付不を含

めて考えてみると、体部の傾きについては、土師器不 2

点には底部付近に軽い稜があることや、高台付邪 2点の

日径珠高

1    2    3 口径/底径

第11図 口径/器高、口径/底径

相関図 (第 14図 1～ 6)
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番号
登 録

番 号
種別 器形

出 土

遺 構
層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量(針 )

残存 備  考
写 真

図 版日辮 体 部 底 部 口縁部 体 部 底 郡 器高 日径 底径

1 D-21 土師器 雰
水田跡

Ⅱ

層 ロクロナヂ ]転糸切り ロクけ デーヘラミガキ→黒色処理 完形 90-3

2 D-22 土師器 ヌ
Ⅱa層
水団跡

ａ
中

Ⅱ

層
ロクけ デ ロクけ デ ]転系切り ロクけ デーヽ本ガキ→黒色処理

ぼ

形
ほ
完

医面にヘラ状工歩
rrF針状の謂糊 90-4

3 E―認6 須恵器 ス
Ⅱa層
水日跡

ａ
中

Ⅱ

層
ロクけ デ ロクrサデ 回転糸切り ロクけ デ ロクロナデ ロクけ デ 46 52 完形 外面に墨書 90-5

4 D-23 土 器
邦

層
跡

Ⅱ
水

ａ
中

■
層

ロクけ デ ]転糸切り ロクE「 デ ロクロナデ 完形 90--6

5 D-24
赤 焼
土 器 邪

Ⅱa層
水田II

ａ

｛
■

Ⅱ

層 回転系切 l ロクサ デ ロクロナデ ロクけ デ 12 2 完形 90--7

6 D-25 赤 焼
土 器

琢
Ⅱa層
水田掛

Ⅱ

層
ロク「サデ ロクけ デ ]転ス切七 ロクけ デ ロクロナデ ロクけ デ 完形 90--3

D-26
赤 焼
土 器

論
簡

Ⅱa層
水田跡

ａ

ｈ
イ

Ⅱ
層 ロクけ デ ロクけ デ

]転糸切イ
→ロクロナラ

ロクロナデ ロクけ デ
８
上

４

以 14 6
欠損

90--9

8 D-27 赤 焼
土 器 雨

悩
層
跡

ａ
田

Ⅱ
水

ａ
中

Ⅱ

層 ロクロナデ
]転糸切
→ロクロナ

ロクけ デ ロクロナデ ロクけ デ
３

上

５

以

部

損
台
欠

高
90--10

第14図  Ⅱa層水田跡一括出土土器実測図



口縁にはやや外方へ張り出す形態的特徴のあることの共通性が認められる。器厚では、須恵器

(3)と 赤焼土器(4)がやや薄手である他は、体部下半から底部にかけて比較的厚手に作られており、

器高の歪みについては、土師器、須恵器にはさほど認められないのに対し、赤焼土器邪では顕

著に認められる相違がある。

これらの上器の年代については、土師器はその製作技法から表杉ノ入式の範疇に入ること、

Ha層上面で検出された遺構の中に灰白色火山灰を埋土 とするものがあることから、灰白色火

山灰降下以前の平安時代に位置付けられ、水田跡の年代をも示すものと考えられる。

さて、Ha層水田跡と8個の上器 との関係についてであるが、その出土状況から8個の上器

は水田区画内に位置していたものとは考えにくく、段差 との関連から、畦畔あるいはそれに類

するものの中に埋置されたことが想定される。Ha層が最 も下の土器の下にあることは、水田

土壌が比較的流動性をもっていた時にその行為が行なわれたことを示すものかもしれない。こ

うした行為は、水田耕作に伴なう何らかの祭祀の存在を示す可能性がある。また、これらの土

器がほば完形のまま残存した理由には、段差部分の落ち込みのプラン内にあったことにより、

耕作の影響を受けにくかったこと、埋置後、あまり時間差をおかずに水田耕作が行なわれなく

なったことが考えられる。

5.HCoⅢ d層上面の調査

Hb層の直下にはC-5グ リット以東にHC層、以西にⅡd層が分布する。C-5・ 6グ リッ

トではHC層上面で小濤状遺構群が検出され、この遺構はC-5グ リット以西C-2グ リット

まで認められ、そこではHd層上面で検出されている (写真26～ 48)。 Ⅱd層上面は後述するよ

うに、官衛期の遺構面であり、C-1～ 4グ リットで検出された竪穴住居跡や土坑との重複関

係では小濤状遺構群が新しく、時期を異にすることから、この遺構の検出面をHC・ Hd層上

面とした。

小構状遺構群は、1976～ 78年の六反田遺跡の調査において「一般の小濤と異なり、少ない所

で 4～ 5本、多いところでは15～16本、同じ方向で走るのが特徴」とされている遺構であり、

今回の調査では小濤20本 (小濤①～⑩)が検出され、方向の同一性、小濤間の距離からA・ B

2群の存在が考えられた。第10表には小濤の方向、規模等の計測値及びプラント・オパール分

析によるイネ機動細胞の密度を示した。

小濤状遺構群A:8本の小濤 (② o④・⑥～①)に より構成されている。C-4～ 6グ リット

に位置する。各小濤の方向はN-38°～41° 一Eを示している。小濤間の心心距離は小濤⑥・⑦間

の1.8mを除き、他は1.3m～ 1.6mでぁる。

小濤状遺構群B:3本の小濤 (①・①・⑩)に より構成されている。C-2・ 3グ リットに位



第10表 小清計測値・イネP.O.分析値一覧表

No 群 方  向 検 出長 ヒ錦幅 深 ト イネPo密 度 NO 群 方   向 It出岳 上端幅 深さ イネP,o密度

① N-34° 一E 253m 18cm 1lcm A N-40° 一E 4.18m 15cm 8 cm

② N-38° 一E 490m 23cm 9 cm ⑫ N-28° 一E 2.08m 19cm 6 cm

③ N-33° 一E 498m 27cnl 6 cm 900個 /9 ① B N-37° 一E 2.80m 28cm 7 cm

Э A N-39° 一E 515m 26cnI 6 cm 3600個 /q ⑭ N-22° 一E 2,25m 28cm 9 cm

⑥ N-44° 一E 270m 22cm 9 cm ⑥ N-22° 一E 202コ 28cm 5 cm

⑥ A N-40° 一E 528m 20cm 6 cm 1800個 /9 ④ B N-35° 一E 2.60m 26cm

⑦ A N-41° 一E 518m 20cm 5 cm 1800個 /9 ⑦ N-20° 一E 1,20m 21cm 5帥

⑥ A N-41° 一E 215m 17cm ① N二26° 一E 1.62m 13cm 5 cm

③ A N-41 ― E 526m 20cm 9 cm 900個 /9 Э B N-35° 一E 564m 31cm 9 cm

⑩ A N-39° 一E 330m 20cm 4 cnl ⑪ N-21° 一E 1,04m 22cnl 6 cm 1800個 /2

置 している。各小濤の方向はN-35°～ 37° 一Eを示 している。小濤間の心心距離は1.7m～1,9m

である。

小濤はA・ B2群の他にも検出されているが、方向、小濤間の距離から群としては把握され

ないが、他の小濤状遺構群の存在を示すものであろう。又B群の小濤⑩は小濤⑮ と重複関係に

あり、小濤⑩が小濤⑮より新しく、時期差のあることが知られる。

小濤の埋土については、基本的に 1層であるが、より深 く、底面がⅢ層上面より下位にある

ものには、Ⅲ層をブロック状に含んでいることが認められる。底面には凹凸のあるものもあり、

埋土の状況から人為的な行為による土壌の撹乱された痕跡を示す。

これらの小濤状遺構群の性格については、畑跡の存在を示す遺構であるとの推定がなされて

いることから栽培植物 としてイネの存在を確認するため、小濤 6本の埋土についてプラント・

オパール分析の対象とした。結果は第Ⅷ章に示されるようにいずれの資料からもイネ機動細胞

のプラント。オパールが検出され、イネが栽培されていた可能性が指摘されている。また、こ

の遺稿の検出面であるHC層、Hd層、直上層のⅡb層については、Hb層、HC層ではイネ

機動細胞のプラント・オパールが検出されているのに対し、Ⅱd層では検出されていない。H

b層・ Hd層のサンプル採取地点はC-1グ リット北西コーナーの西壁であり、直上にHb層

がある。このサンプル採取地点は小濤状遺構群の検出された範囲外になるが、Hb層から下層

へのイネ機動細胞のプラント・オパールの混入による影響は少ないことが知られる。HC層上

面で検出された小濤の埋土については、HC層からの混入も考えられるが、Ⅱd層上面で検出

された小濤⑦・⑩については、小濤に伴なうものと考えるのが妥当である。尚、イネの他に栽

培植物のプラント・オパールは検出されていない。又、栽培植物の存在を確認するため、各小

濤の埋上の上壌水洗を l14nlメ ッシュで行なったが、種子等は検出されなかった。これには栽培

植物の種類や土壌的条件によって残存しにくい状況であった可能性 もある。

この小濤状遺構群については、これまで推定されてきているように、農耕に関連する遺構で

あることが、プラント・オパール分析を通じて考えられ、小濤埋土を耕作土として把え、小濤





を耕作の痕跡 として理解することが妥当であろう。耕作の痕跡については、水田とは異なるこ

とから畑作あるいはそれに近いものであることが想定される。

小濤状遺構群の時期については、小濤埋土からの出土点数は少なく、小破片であることから

明確ではなく、上下の層序関係から、郡山官衛期以降、灰白色火山灰降下以前の平安時代 とし

て位置付けられる。

6.Hd層 上面の調査

Hd層上面では調査区全域から遺構が検出されている。

SB1265(写真51):C-3・ 4グ リットに位置する。東西 2間以上、総長3.38m以上 (柱間寸法

174cm)、 南北 1間以上 (柱間寸法161cm)の掘立柱建物跡である。東西柱列の方向はS-54° 一E

である。柱痕跡の平面形は円形で、直径は15cm～ 18cmである。

遺物は掘方埋土中より全 く出土していない。

S11267(第 17、 18、 19図、写真52～59):C-2・ 3グ リットに位置する。北西コーナーを検出

しており、全容は不明であるが、平面形は隅丸方形を呈するものと考えられる。東西長4.75m

以上、南北長2.75m以上、深さ30cmを測る。北壁における東西ラインは真北に対してN-32° 一

Eの方向を示す。埋土はカマ ドでは5層に分かれるが、住居は基本的に 1層で埋まっている。

1層中には責褐色上、黒色上をブロック状に含んでおり (写真56)、 人為的な堆積状況を呈して

いる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。周濤は認められない。床は基本層Ⅲ層である。床面はほぼ

平坦であるが、部分的に凹凸のみられるところもある。床面にはピットが 4基認められ (Pl

～ 4)、 P2・ 3・ 4は柱穴 と考えられるが、いずれも柱痕跡は確認されていない。P3と 4に

は重複関係があり、建て替えの行なわれた可能性もある。Plは貯蔵穴 と考えられる。上端長

軸長117cm、 上端短軸長82cm、 深さ12cmを測る。北壁にはカマドが付設されており、燃焼部 と煙

道部が検出された。燃焼部の付近には焼上、炭化物が分布している。燃焼部の底面は堅 く焼 き

しまっている。煙道部は長さ125cm、 幅30cmで、先端にはピットが認められる。煙道部の底面は

中央部がやや低 くなっている。裾は両裾 とも残存している。両端には裾石 として円礫がそれぞ

れ 1個認められる。また、それに近接して、カマ ドの天丼部に用いられたと考えられる角礫が

低面から1個出上している (51× 17× 12帥 )。 角礫には面取 りがなされており、熱を受けたため

か赤変している。石質は凝灰岩である。また、カマ ド燃焼部の埋± 4層の下部には、灰が残存

していたため、灰像分析を行つたところ (第ⅥI章参照)、 種子は検出されなかったが、少量のイ

ネと、多量のヨシが検出されている。燃料 として用いられたものと考えられる。

遺物は埋土中から73点、床面から12点、ピット1か ら4点の計89点が出上している。煙道部

からの出土はない。全て上器破片であり、種別ごとでは非ロクロ土器79点、須恵器10点である。



第11表 ピッ ト土層註記表

土  色        土 性 十  色        土 性

P,64 10Y R/掲灰色     粘土質シルト
P108

25Y%黄 灰色     粘土質シルト

黄褐色土をブロック状に合む。P 65 10Y R%褐灰色     粘土質シルト

P 66 75Y%灰 色      粘土質シルト

P109
⑩10Y R/褐灰色    粘土質シルト

黄褐色土をブロック状に部分的に多く含む。

010Y R/褐灰色    シルト質粘土
P 67 10V R/褐灰色     粘土質シル ト

P 68 75Y χ灰色      粘土質シルト

P.69 75Y%灰 色      粘土質シルト P 7.5Y/灰 色      粘土質シルト

P 70 75Y%灰 色      粘土質シルト P ユ lov R/褐灰色     粘土質シルト

P 71 75Y/灰 色      粘土質シルト P 2 10Y R/掲灰色     粘土質ンルト

P 72 10Y R%灰 黄掲色    粘土質シルト P 3 75Y/灰 色      粘土質シルト

P_73 75V χ灰色      粘土質シルト P l14 75Y%灰 色      粘土質シルト

P 74
10Y R%褐 灰色     粘土質シルト

黄掲色上をブロック状に合む。 P l15
⑮10Y R/褐灰色    粘土質シルト

黄褐色土、黒色土をプロック状に多量に合む

∩25v/責 灰色    粘土P 75 75v%灰 色      粘土質シルト

P 76 75V/灰 色      粘土質シル ト
P l16

10Y R/褐灰色     粘土質シルト

灰白色火山灰をブロック状に多く合む。P 77 7.5Y%灰 色      粘土質シルト

P 78
10Y R/褐灰色     粘土質シルト

責褐色土をブロック状に含む。
P l17

10Y R%褐灰色     粘土質シルト

灰白色火山灰をブロック状に多く合む

P 79
25Y%責 灰色     粘土質シルト

黄掲色上をブロック状に合む。

P l19 25Y χ黄灰色     粘土質シルト

P120
⑪10Y R%tF」仄色    粘土質シルト

黄掲色土をブロック状に多く合む。

∩lov R/暗 tFl負     シルト質粘土
P 80 75Y%灰 色      粘土質シルト

P,81 75Y/灰 色      粘土質シルト

P 82 7.5Y%灰色      粘土質シルト P,121 7.5Y%灰 色      粘土質シルト

P 83 75Y%灰 色      粘土質シルト P122 10Y R/褐灰色     粘土質シルト

P.84 10V R/掘灰色     粘土質シルト P124 ホ

P,85 75Y%灰 色      粘土質シルト
P125

25Y/黄 灰色     粘土質シルト

黄褐色土をブロック状に合む。P 86 75v/灰 色      粘土質ンルト

P 87 10V R/褐灰色     粘土質シルト p_126 75Y%灰 色      粘土質シルト

P.88 75Y/灰 色      粘土質シルト
P127

75Y/灰 色      粘土質シルト

炭化物を含む。p.89 10V R%褐仄色     粘土質シルト

P 90 10V R/褐 灰色     粘土質シルト

P 128

⑮10Y R%黒掲色    粘土質ンルト

黄褐色土をブロック状に少量含む。

①10YR/掲灰色    粘土質シルト

責掲色土をブロック状にわずかに含む

P 91 10Y R/褐灰色     粘土質シルト

P.92 10V R%掲灰色     粘土質シルト
p 93 75V/灰 色      粘土質シルト

P 94 75Y/灰 色      粘土質ンルト P129 10Y R%褐灰色     粘土質シルト

P,95
25Y/黄 灰色     粘土質シルト

責褐色土をブロック状に合む。
P_130

10Y R/褐灰色     シルト質柏土

W層のブロックを含む。

P 96
25Y χ黄仄色     粘土質シルト

黄褐色土をブロック状に合む。

P,131 10Y R%掲灰色     粘土質シルト

P134
10Y R/褐灰色     粘土質シルト

責褐色土をブロック状にわずかに合む。P 97 不 明

P.98 7^5V/灰 色      粘土質シル ト
P135

10Y R/褐灰色     粘土質シルト

炭化物、灰白色火山灰を含む。P 99 75Y%灰 色      粘土質シルト

P 75Y/灰 色      粘土質シルト
P136

10Y R%黒褐色     粘土質シルト

音褐負土″少量含む。P 10Y R%灰 黄褐色    粘土

P 7.5Y%灰 色      粘土質シルト P137 10Y Rχ 掲灰色     粘土質ンルト

P 75V%灰 色      粘土質シルト SX
1275

10Y Rχ 褐灰色     粘土質シルト

音褐■土″ブロック状に合む。
P104

25Y%黄 灰色     lll土 質シルト
´

責tF」色土をブロック状に合む。 SX
1276

25Y/責 灰色     粘土質シルト

責褐色土をブロック状に含む。P_105 75V%灰 色      粘土質シルト

P106 75Y%仄 色      粘土質シルト SI
1269

75Y/灰 色      粘土質ンルト

音 裾負 十 カ ブ ロ ッ ク状 に合 む。P107 75Y/仄 色      粘土質シルト

※⑪は掘り方埋上、⑧は柱痕跡埋土
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S11267煙 道土層註記

層  締 土   負 +   1■ 備 考

l 10Y R%黒裾色 粘土質シル ト
責掲色上、黒色土をブロック状に多量に合む。ブロックの大き
さは径 1～ 3 cln程 (Sm267理 十の★半Ⅲ

2 10Y R/褐灰色 粘土質シル ト
黄褐色土をブロック状に少量合む。炭化物 (炭 )焼土を下部に
やや多く合す,ハ カマ ドロ羽に⌒茄

R 7 5YR/楊灰有 爆 十 、 炭 力 多 畳 に合 fF囮 で 部 に ム リヽ

7 5YR/暗肺 米It十 督 シ ル ト 猛
=と

、 炭″多量に含F,(煙 i首喜日にありⅢ
25V%苦

「

名 粘 十 瞥 シ ル ト 基本層 2d層崩壊十

B  『
Pl

S11267P l土層註記

土    負 十   14 備 著
1 lov R/堀反魯 /,レ トえ蜃業士+ 炭 を含 むぅ 賛 掘鷹 十 カ プ ロ ッ ク減 に合 tr^

S11267P3P4二 上層

'と

言己

層  什 十 缶 十   枠 備 考

10Y R%掘灰負 シル ト暫紫声+ 責喬負十々ブロック股 に合す|^

2 10Y R/褐灰色 シルト質粘土
責褐色上をブロック状に合む。(下部多い)炭、焼土
粒を含む

第17図  S11267平 面図・セクション図
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第18図 S11267遺物出土状況図

器形復原のできるものを含め、8点を図示した (第19図 )。 これらの遺物の出土状態については、

第18図に示すように、平面分布ではカマドの裾の両側から,ヒ較的多 く出土する傾向はあるが、

垂直分布でも知られるように埋土中出上のものが大半である。

第19図 1:土師器不。小形の不である。内面に段は認められない。器厚は体部で 4～ 611111、 底

部で 8～ 101nlllと

'ヒ

較的厚い。 1層中出上の破片 2点が接合した。

土師器不。 1層中出上の破片 2点が接合した。内面に段は認められない。

土師器。甕の底部 と考えられる。 1層中出土の 2点が接合した。

第19図 4:土師器甕。口縁部から体部上半にかけて残存している。外面の回縁部から体部にか

けて明瞭な段は認められない。床面出上の破片 1点 とPl底面出上の破片 2点の計 3点が接合

した。

第19図 5:土師器。下端を欠損しているが、観 と考えられる。 1層中出土の破片17点が接合し

た。P3付近に集中しており、一括した出土状況を呈している。
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第19図 S11267出土遣物実測図・拓影           
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表

番 号

録
　
口万

登
　
番

種別 器形 層 位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (c14)

残 存 備  考
写 真

図 版口縁部 体  部 底  部 口縁音Ⅲ 体 部 底  部 器 高 口径 底 径

1 C-684 土師器 雰 1層 中 ヘラケズリ ヘラケズリ ヘフV洋 → 黒色処理 36 11 6 % 90--17

2 C-685 土師器 邦 1層 中 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラ゛汁 一 黒色処理 (49) 170 % 90--1〔

3 土師器 甕 1層 中 ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラナデ ヘラナデ
掲
上

４
以 %

4 C-6V 土師器 甕
Pl底面
床面

ヨコナデ ヘラナデ
お
上

Ｈ
以 17 5

口縁都
完形

90--19

5 C-688 土師器 甑 1層 中 ヨヨナデ ケヽメ ヨコナデ ヘラナデ
９
上

‐５
以

132 % 91--2

6 C-6働 土師器 甕
面底

面
１
床 ケヽメ

ヘフケズリ
~ヘフガ

ヘラナデ ヘラナデ
■ 0

以上
41 /

E-327 須恵器 蜜 1層 中 平行HPき 目 同心円女 破 片

同一回体

91--1

8 E-3塞 須恵器 甕 1層 中 平行叩き目 同心円文 破 片 91--3

第19図 6:土師器。体部下半から底部にかけて残存している。器種は甕 と考えられる。床面出

上の破片 1点 と、Pl底面出上の破片 3点の計 4点が接合した。Pl底面出上のうち 1点 は

'ヒ

較的大きな破片であり、底部を上にした状態で出土している (写真58)。

第19図 7・ 8:須恵器。甕の体部破片であり、同一個体 と考えられる。 1層中から出上してい

る。外面は平行叩き目、内面にはオサエロとして同心円文が認められる。この他にも6点の同

一個体 と考えられる破片が 1層中から出土しており、これら8点の出土地点はP3、 P4周辺

に集中している。

この他、図示しえなかったが、接合例 として土師器甕の底部付近の残存している資料があり

それは床面出上の破片 2点 とPl底面出土の破片 3点、 1層中出上の破片 1点の計 6点が接合

している (第 18図 )。

遺物の接合関係からは、カマドの裾の東側ではPl底面出土遺物 と床面出土遺物の接合関係

が認められ、第19図 4、 6の甕は、図示しえなかった甕とともに住居廃絶時に伴なう遺物 とし

て位置付けられる。また、カマドの裾の西側で接合関係の認められた遺物は全て埋± 1層中の

出上であり、カマドの東側 と比べ、とヒ較的近い距離で接合しており、 1層堆積時に混入したも

のと考えられ、その時点で割れた可能性を示すものもある。これら第19図 1～ 3・ 5・ 7・ 8

は、住居廃絶時に伴なう遺物 とは位置付けられない。住居の埋没時期については、カマドを除

き、埋上がほぼ単一層で、人為的な堆積状況を示していることから、住居廃絶時に近い時期 と

考えられる。

この住居跡の時期については、明確にしえないが、第19図 4の上師器甕などから、郡山官衛

期に所属するものと推定される。

S11268(第20～22図、写真60～68)iC-1グ リットに位置する。北東及び南東コーナーを検出

しており、全容は不明であるが、平面形は隅丸方形を呈するものと考えられる。東西長4.55m

以上、南北長5,78m以上、深さ17cmを測る。東壁における南北ラインは真北に対してN-26°一
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S11268土 層註記

層 柿 土 色 土    十牛

Pl
10V P%1こ デドい 粘 土 Eヨ 争1、  言]君争f曳米古―卜、 更岳―卜、 炭イ監4y/2茅,fギ JJ

2 10V R%灰 音 米占十 黄 橙 色 粘 土 ″ 含 む

P2 1 10V Rラア黒 褐負 米占十 臼 色 粘 土 、 焼 土 を 少 量 合 む

P3

1 10V Rラ ζ暗 褐& *占 十 中 確 十 、 う言イ監4/1レ子r汗 す

2 10V Rラ ζ黄 精 色 ンル ト質 粘 十
′
買占所(1

10V P 褐 灰 色 米占三L (貝占虜《2)
10V R 日月音 土 焼 土 、 炭 イ監物 を 合 む

5 10V R%H月 舌 十 (貼床 2)下 層 の 掘 り方 」Tめ 十

P4 1 10V R/に ぶ いき 褐缶 米∴十

P5

1 10V Rラ 黒 褐 負 米占f ttξ  Eン タレ ト

2 10Y Rラ 暗 褐 色 粘 土暫 シル ト 窪謝者fiガ七十 瞥 シ ル ト弁 /歩 量
10V P ζ明 黄 褐色 粘 土 質 シ ,レ ト 黒 角 、 自 徹 米占十 弁 丈 だ ら t

10v R (日月モき宅属fR 土 質 シ )レ ト 黒 色 粘 上 の 量 が 多 し

周 濤 10V R%望 裾 行 十

O P4
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第22図 3 X土 師器J17N

第22図 4 ▲土師器甕

箋aを目:  含圭解素雲
。 その他

※床面及びピット理土上面出土遺物はアンダーライン

※ピント理土中出■遺物はマークの中に点敷

lpll部町羞土「Ft■ 5点
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S11268住居跡土層註記

眉  締 + 負 十   ′降 倍 考

10V R%膳据有 米∴十 瞥 シ ,レ ト 苦 掘 負 十 で ブ ロ ッ ク状 に (径 5 mn～ l cm)含 frハ

2 10Y R/星据有 *占 十瞥シル ト 音梱色十でブロック状 に(容 1～ 2 cmⅢ 多く合む

10Y R%にぶい黄橙色 粘土質シルト
この層がブロック状に多量にある。本来のマ トリックスは2a層住
層 由 車 に 1■  ム

=り
み 云力 を い ^

3 10Y Rχ にぶい黄掲色 粘土質シルト
基本的に黄褐色を含まない。(部分的にわずかには黄褐色は床面近く
に み 云 れ るハ

7氏 VR%塁 拐色 結 十 督 シ ル ト

思  侍 十 侮 十   枠 倍 老

5 10Y R/掘灰負 結 十 瞥 シ ル ト 苦裾 負 十 々 客畳 に合 fF r酢廉 )

A 10Y Rイ 褐灰有 粘 十 瞥 シ ル ト き裾有十井わずかに合
=Pr附

廉 ,Ⅲ

7 10V R%掘扉名 帰 十 々 ブ ロ ッ ク男犬 1こ 含 f

10V R%据扉待 胤 +菅 シ ル ト

10Y R%視辰有 ル ト暫来占十

第21図 S11268遺物分布図
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番 号
登 録

番 号
種屠」 器形 層 位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (crn)

残 存 備  考

真
　
版

写
　
図口縁部 体 音I 底 音I 日縁彗b 体  部 底  部 器 高 口径 底 径

土師器 豚 1層 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラツ済―黒色処理 (23) % 90--12

2 C-691 土師器 雰
1層

P3 P4 ヨコナデ ヘラケズリ ヘフミ舛 ‐黒色処理 (31) % 4点接合 90--13

3 C-6弦 土師器 郷
1 2層
床面 P4 ヨコナデ ヘフケズリ ヘラケズリ ヘラミカ■ ヘラミガキ ヘラミガキ 55 15 8 光 10点接合 90--11

4 C-6al 土師器 甕
1～ 4層
床面 P4

ハケメー
ヘラナデ

ケヽメ ヘラケズリ ヘラナデ ヘラナデ
195
以上 兆

椎土紐痕有
33点 接合

90--16

5 C-694 土師器 甕
1 3層
床面 ,P4 ヨコナデ ケヽメ ヨヨナデ ヘラナデ

０
上

Ｈ
以 % 7点接合 90--14

6 C-6銹 土師器 甕
層
面

４
床

ヘラケズリ ヘフケズリ Ｖ
ｉ

３
以 88 / 3点接合 90--15

第22図  S11268出 土遺物実測図

Wの方向を示す。埋土は4層である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁際には幅22～ 28cm、 深さ

8 cmの 周濤がめぐる。床は貼床であり、 4層 に分かれる。 6層 あるいはⅢ層上面での先行する

床面の存在も考えられる。床面はほぼ平坦である。床面にはピットが 5基認められ (Pl～ 5)、

Pl、 4、 5は柱穴と考えられるが、 Pl、 4の柱痕跡は確認されていない。またP2の埋土

には焼土及び炭化物が多量に含まれている。北壁にはカマドが付設されており、燃焼部と煙道

部が検出された。燃焼部の付近には焼土、炭化物が分布している。燃焼部の底面は比較的堅 く、

中央には細長い円礫を用いた支柱が検出されている。煙道部の検出長は40cmであり、先端は確

認できなかったが、北端では壁がやや立ち上がっており、その長さは検出長をわずかに上回る

規模 と推定される。幅は27cm以上である。煙道部の底面はほぼ水平である。煙道部の東側には、



先行する煙道部あるいは煙道部の掘 り方と考えられるプランが確認されている。裾部は両裾 と

も残存している。

遺物は埋± 1～ 4層中から255点、周濤から18点、床面から14点、ピット1～ 5か ら45点の計

318点が出土している。煙道部からの出土はない。全て土器破片であり、種別ごとでは非ロクロ

土師器316点、須恵器 2点である。器形復原のできるもの 6点を図示した (第22図 )。 これらの

遺物の出土状態については、第21図 に示すように平面分布では住居内全域から出上しており、

カマドの東側からの出土が比較的多い傾向はあるが、垂直分布でも知られるように、埋土中出

上のものが大半である。

第22図 1:土師器イ。1層中出上の破片 1点 を図示した。小形の不である。内外面に段をもつ。

第22図 2:土師器イ。小形の不である。内外面に段をもつ。外面の段は体部上半のナデにより

作 り出されている。 1層中出上の破片 2点 と、P4埋土中出上の破片 1点、P3埋土中出上の

破片 1点の計 4点が接合したものである。

第22図 3:土師器邪。内外面に段をもつ。口縁部はほぼ直線的にやや外傾して立ち上がる。底

部はケズリにより平底状に成形されている。10点の破片が接合したものである (1層中 1点、

2層中 2点、P3埋土上面 1点、P4埋土上面 1点、P4埋土中 5点 )。

第22図 4:土師器奏。日縁はやや内変気味に立ち上がる。口縁部 と体部の境は明瞭に屈曲して

おり、内面に稜を形成している。最大径は体部下半にある。底部を欠損している。33点の破片

が接合したものである (1層中 7点、 2層中 8点、 3層中 2点、 4層中 1点、P3埋土上面 1

点、床面 1点、P4埋土中12点 )。

第22図 5:土師器甕。口縁はわずかに外反気味に立ち上がる。口縁部 と体部の境は明瞭に屈曲

している。体部下半から底部を欠損している。9点の破片が接合したものである (1層中 1点、

3層中 2点、P4埋土上面 2点、P3埋土中 1点、P4埋土中 3点 )。

第22図 6:土師器。甕の底部 と考えられる。 3点の床面出上の破片が接合したものである。

遺物の接合関係からは、第22図 6は接合した 3点の破片が床面出土であることから、住居廃

絶時に伴なう遺物である可含〕陛が考えられる。また第22図 2～ 5の 4点については、その平面

分布はカマ ド東側に多 く、第22図 3、 4の ように、上ヒ較的離れたところから出土しているもの

もあるが、全てP4埋土中からも出土している。P4に は柱痕跡は確認されているが、位置、

規模などから柱穴 と考えられており、抜き取 り痕跡もないことから、これらはこの住居の構築

以前の時期の遺物として位置付けられる。この S11268は、床面より下の調査は一部の断面の観

察を行なっているだけであるが、先行する床面が存在している可能性があり、これら4点の遺

物はそれと関連するのかもしれない。

この住居の時期は、第22図 2～ 6か ら、郡山官衛期に所属するものと推定される。



尚、この住居の床面について、25cmメ ッシュの上壌サンプリングを行ない、 l lnlllメ ッシュで

水洗選別をしたが鍛造劉片等は検出されていない。

S11269(第16図、写真50):A・ B-1グ リットに位置する。平面プランを確認している。北西

コーナーを検出しており、全容は不明であるが、平面形は隅丸方形を呈するものと考えられる。

東西長2.60m以上、南北長2.80m以上を測る。西辺のラインは真北に対してN-25°一Wの方向

を示す。埋土上面から非ロクロ土師器破片 2点、土器小破片 2点の計 4点が出土している。

SD1266(第 23図、写真49、 69):C-2グ リットに位置する。方向性はほぼ直線的であり、真北

口
P2

r

0                              2m

S D1266土層と配

層  柿 +   名 キ   ′性 繕 老

1 2.5Y/黄仄色 粘土質シルト
黄褐色土 をブロック状 にわ
ギかに合

=,

2 10Y R%褐灰色 粘土質シルト
黄褐色土をブロック状に少
暑 合 手β

10Y R%黒tBt 粘土質シル ト
黄褐色土をブロック状に多

中
8

第23図 SD1266平面図・セクション図
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番 号 登録番号 種 別 番形 層 位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量(帥 )

残存 備    考 写真図版
日協七I 体 をI 底部 日協著I 体 部 底をI 器 高 日径 ほ径

1 C-696 士師器 2層 ヨコナデ ヘラケズリ ラミガキ→黒色t■F (42) % 91-5

2 須恵器 横瓶 1,2層 ロクロ調整 ロクロ調整
アト回目然棚寸
内面付着物有り

91-7

3 E-330 須恵器 横瓶 2層 ロクロ調整 ロクロ調整 破/ 9ユ ー6

第24図 S D1266出 土遣物実測図拓影

に対 してはN-9°一Wの方向を示す。北端が検出されている。検出長5.56m、 幅1.46m、 深さ45

cmを測る。底面の標高は7.69～ 7.79mで、傾斜方向については不明である。底面はほぼ平坦で

ある。埋土は3層である。

遺物は埋土中より上器破片27点が出土している。第24図 1は土師器不である。内外面に軽い

段をもつ。第24図 2・ 3は須恵器横瓶の破片である。同一個体 と考えられる。第24図 2は SD1266

出上の破片 2点 と、Ha層上面で検出された SK1255か ら出土した破片 1点が接合したもので

ある。

SK1270(第 25図、写真70):C-1グ リットに位置する。平面形は楕円形を呈する。上端長軸長

92cm、 上端短軸長70cm、 深さ17cmを測る。底面はほぼ平坦である。埋土は 1層である。S11268

を掘 り込んでおり、それより新しい。

遺物は埋土中より上器破片76点が出上している。

SK1271(第 25図、写真71)iC-5グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は楕円形

を呈するものと考えられる。上端長軸長171cm以上、上端短軸長130cm、 深さ13cmを測る。底面

はほぼ平坦である。埋土は 1層である。

遺物は出土していない。

SK1273(第 25図、写真73)iC-5・ 6グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は円

形あるいは楕円形を呈するものと想定される。上端東西長152cm、 深さ13cmを測る。底面にはピッ

ト状の凹みが認められる。埋土は 1層である。

遺物は出土していない。

SK1274(第 25図、写真74):C-4グ リットに位置する。全容は不明であるが、平面形は精円形

を呈するものと考えられる。上端長軸長70cm以上、上端短軸長58cm、 深さ26cmを測る。底面は
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S K1270:上 層言主記
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SX1272土 層誰記

―引 A′

S K1274土層誰記

層  什 土負 + 1ヰ を備

1
10Y R%
濯 圧 色

粘土質
シル ト

下部に黄褐色土をわず
71ゝ ti合 子「

9                          2m
!     `    i

第25図 Ⅱd層上面検出遺構平面図・セクション図

滞半
Aド些攣OM

層  位 十有 十  悴 結 老

1
10Y R%
瓶 席 名

粘土質 黄褐色土、黒色土をブロッ
ク状 に合 tF

S K1271土層誰記

層  締 十負 十  惟 考備

l
10Y R/
編 正 ち

粘土質 黒色上、黄褐色土をブロック状
にわずかに合す「

層  柿 十 福 ■ 1牛 考備

1
10Y R/
褐灰色

質

ト

土

ル

粘

シ

炭化物を多量に合む。焼土柱を少
量含む。底面に炭 (炭化物)のみ
云カスティスよn

S K1273土層誰記

+■ 上 十悼 備 著

1
10Y R/
想 扉 名

シル ト
瘤素業と―ト

部分的に黄褐色土を多



ほぼ平坦である。埋土は 1層である。

遺物は出土していない。

SX1272(第 25図、写真72):C-6グ リットに位置する。全容は不明である。上端東西長145側以

上、深さ19cmを測る。底面には凹凸が認められる。埋土は 1層である。

遺物は埋土中より上器破片 4点、底面から土器破片14点が出上している。底面から出土した

土器は、土師器奏の体部下半から底部にかけての破片で、製作にロクロは使用されておらず、

タト面には刷毛目による司阿整が施されている。

SX1275(写 真50):B-1グ リットに位置する。平面プランを確認 している。平面形は不整楕円

形を呈する。長軸長123cm、 短軸長101硼 を測る。

SX1276(写 真50):A-1グ リットに位置する。平面プランを確認している。西壁セクションを

参考にすると、東西長290cm以上、南北長182cm以上、深さ18cmを 測る。平面形は不明である。

7.基本層 出土遺物

遺構外出土遺物の中で、器形復原のできるものなどを第26・ 27図 に示した。

第26図 1～ 3は C-7グ リットHd層中から出上している。同一個体である。外面には単節

LR縄文が施文されており、第26図 1の ように羽状を呈する部分 もある。弥生土器の体部破片

と考えられる。第26図 4～ 6は Hb層 より出上している。第26図 4は須恵器蓋である。内面に

カエリがある。第26図 5は土師器邪である。体部上半に軽い段をもち、口縁は直立気味に立ち

上がる。底部は丸底 と考えられる。第26図 6は須恵器盤である。

この他、基本層 1層中より石器 4点 (2次加工のある剣片 1点、剰片 3点 )、 C-6-aグ リッ

トHd層中から石器 1点 (劉片)が出上している。石質は2次加工のある剣片が買岩である他

は、全て流紋岩である。 II d層 中からの遺物の出土は少ないが、第26図 1～ 3の上器や、石器

が含まれている点で、今後注意していく必要があろう。

第27図 には瓦の拓影を 6点示した。 1～ 5が平瓦破片、 6が丸瓦破片である。瓦は調査区内

から総数106点出土しているが全て破片である (I層 60点、Ha層 41点、Hb層 4点、P ll、 51

点)。 平瓦は凸面 :縄叩き目→ナデ、凹面 :糸切痕→布日、模骨痕が観察され、樋巻き作 りで製

作されており、丸瓦は凸面 :縄叩き目→ロクロナデ、凹面 :布目が観察され、粘土板巻き作 り

であることが矢日られる。



表

番 号 出土地点 層  位 登録番号 器 種 部 位
加 支 調 整

備  考 写真図版
同 底 喜К 而 内  而

C-7a G ■ Л眉 ヌく日H 堂 箭 TR組 す ガ キ 92--7

2 T rI層 禾 RH 依 喜Ь 堂箭 I´ R組支 ガ キ 92-― R

T測 層 不 閉 休 喜Б 単箭 TR組 寸 ガ キ

0                        1 0cm

番 号 登録番号 種 別 器形 出土遺構 層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残存 備 考 写真図版
日脚 体 部 底部 日栃喀I 体 部 底郡 器 高 日径 底径

4 須恵器 重 Ⅱb層 ロクロ調整
回転ヘラケ
ズリ

ロクロ調整
内面カエリ /

5 C-697 土師器 不 Ⅱb層 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 (441 / 91-8

6 須恵器 盤 Ⅱb層 ロクロ調整 回転ヘラケ
ズ|ナ

ロクロ調整 ロクロ調整 (35) /O 9トー9

第26図 第84次調査区出土遣物実測図・拓影
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番号 種 別 地区名 層 位 登録番号 凸 面 凹 面 写真図版

1 平瓦 C-1-c Il a層 G-64 縄叩き目←ナデ 糸切痕→模骨痕・布目 92-― ユ

2 平瓦 C― 1 ― d Ib層 G-65 ナ デ 糸切痕→布 目 92--2

3 平 瓦 C-6-c Ⅱa層 G-66 縄叩 き目一ナデ 糸切痕→布 目 92--3

4 平 瓦 C-5-c Ⅱa層 G―-67 縄叩き目→ナデ 糸切痕→布目 92--4

5 平瓦 C― l ― d Ⅱd層 G-68 縄叩 き目 糸切痕→布目 92--5

6 九 瓦 C-3-b Ⅱd層 G-69 ナ デ 布 目 92--6

第27図 瓦 拓 影



V 85次調査 A
1.基本層序

第85次調査A区においては、 I層～Ⅷ層の基本層が確認されている。それらの成因について

は、 I・ H層 には不明な点もあるが、Ⅲ～Ⅷ層は主に河ナ||に よる砂、シル ト、粘上の供給に基

づいているものと考えられる。尚、Ш層より下位の層については、 2箇所の坪掘 りによって確

認している。

I層

Ⅱ層

ШI層

IV層

V層

Ⅵ層

Ⅷ層

ⅥI層

10YR4/1褐灰色粘土質シルト。現水田耕作土。

10YR6/1褐灰色粘土質シルト。責褐色上、黒褐色土をブロック状に多量に含む。この層

の下面には凹凸が顕著に認められ、Ш層とは不整合面をなしている。人為的な撹乱等を

受けた土壌と考えられる。

10YR7/2に ぶい黄橙色粘土質シルト。砂粒を含む。この層は調査区全域に分布している。

層厚は8 cm～ 21cmである。

10YR7/3に ぶい責橙色粘土。細かな砂粒を含む。層厚は約10cmで ある。

10YR6/1褐灰色粘土。層厚は9 cm～ 13cmで ある。

10YR6/2灰黄褐色シルト質粘土。層厚は約16clnである。第 2地点には認められない。

10YR5/1褐灰色粘土。層厚は1lcm～ 13cmで ある。

2.5Y6/2灰 責色シルト質粘土。層厚は15cm～ 18cmで ある。

2.調査概要           7.50M
Ⅲ層上面において遺構を検出している。

その内容は、濤跡 1条 (SD35)、 掘立柱建物

跡 1棟 (SB1279)JL格 不明遺構 1基、ピッ

ト4基である。遺物は遺構 と基本層 I・ H 7.00M

層中から出土しており、その総数は441点で

ある。

A地点

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅶ

Ⅶ

B

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅶ

Ⅷ

第28図 A区基本層序柱状図



第12表 A ttI層 中出土遺物数量表

6

0 0

2 9

10

O 0

0 17

0
0

R-36 0 0

O 0

0 0

R-6β 0

9
0

5

5

0

0 0 8

0

0 0

0 0

2

O

0

第13表 A ttS D35埋土中出土遺物数量表

3

2

3.III層上面の調査

SB1279(第 29図、写真88):BoC-7・ 8グ リットに位置する。南北 3間以上、総長4.35m以

上 (柱間寸法230cm、 205cm)、 東西 2間 (推定)、 総長4.22mの南北棟の掘立柱建物跡である。

南北柱列の方向はN-32°一Eである。柱穴の平面形は円形で、その規模は直径16～26cmである。

遺物は出土していない。

SD35(第29図、写真88・ 89):調査区西側及び東側の北端部で検出された。H期官衛南辺の外郭

大濤である。検出長44m、 方向はほぼ真東西方向である。底面にはやや凹凸力Sあ り、B-9グ

リット付近では段差が認められた。北側の立ち上がりは検出されなかった。濤幅 は1.4m以上で

ある。埋土は1層である。

遺物は埋土中より計49点 出土しており、全て上器破片である。その内訳は弥生土器 2点 (第

31図 3・ 4)、 非ロクロ土師器32点、須恵器 3点 (第30図 7)、 土器小破片12点である。

I・ Ⅱ層出土遺物 (第 30・ 31図):I層及びⅡ層中からは総数392点 の遺物が出上 している。ほと

んどが土器破片であり、その内訳は弥生土器 3点 (第31図 1・ 2・ 5)、 非ロクロ土師器152点、

須恵器49点 (第31図 1～ 6)、 陶器10点 (第31図 8)、 磁器 3点、不明土器破片174点、土製品 1

点である。
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肇号

録
　
］万

登
　
番

種 別 器形 出土遺構 層位

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (cm)

残 存 備  考

真
　
版

写
　
図口縁部 体  部 底部 回縁都 体  部 底部 器高 口径 底 径

1 E-333 須恵器 邦 I層 破 片 93--1

2 E-334 須恵器 嬰 I層 格子状叩き目 青海波文 破 片 93--2

E335 須恵器 甕 Ⅱ層 平行叩 き目 青海波文 破 片 93--3

須恵器 甕 Ⅱ層 平行叩 き目 破 片 93--4

5 E-337 須恵器 甕 I層 平行叩 き目 青海波文 破 片 93--7

須恵器 甕 Ⅱ層 平行叩 き目 青海波文 破 片 93--9

7 須恵器 甕 I層 平行叩 き目 破 片 93--11

8 I―-35 陶 器 銀 ?) S D35 Ⅱ層 (372) 破 片 県内遊 ? 93--8

第30図 第85次調査A区出土遺物拓影 (1)
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番  号 出土地点 層位 登録番号 器種 部  位
柿 支 調 整

備  考 写真図版
日底 喜К 休 面 内  而

層 B125 欲 9 口縁 事К 状 糸す ? ミガキ ガ キ

層 同綴 郎 重箭TR綴す ヨヨナデ ガキ 92-一

S D35 層 不 閉 伝喜も I“ R+r付 加条綴支 ガ キ 92-― 3

R nR5 層 示 HH 体 部 LR+r付 加条縄文 ガ キ 92-― 4

層 不 IIR 株 獣 T,+r TI,H峯 紹寸 q,__ 氏

第31図 第35次調査A区出土遺物拓影 (2)



Ⅵ 第85次調査 B区

1.基本層序

第85次調査B区においては、I～Ⅲ層の基本層が確認され、Ⅲ層はa～ eに細分されている。

それらの成因については、 I・ II層 には不明な点もあるが、Ⅲ層は主に河ナ||に よる砂、シルト、

粘土の供給に基づいているものと考えられる。また、プラント・オパール分析によって、I層・

H層・Ш C層からイネ機動細胞のプラント・オパールが検出されている (第ⅥI章参照)。

I層 :N4/灰色粘土質シルト。現水田耕作土。

H層 :N6/灰色粘土質シルト。旧水田耕作土。出土遺物から極めて新しい時期の水田土壌であ

る。

Ⅲ a層 :10YR6/1褐灰色粘土質シルト。黄褐色土をブロック状に含む。この層は調査区西半部、

R～U-1・ 2グ リットに分布する。層厚は7 cm～ 15cmで ある。

Ⅲb層 :10YR5/3にぶい黄褐色粘土質シルト。マンガン斑を含む。この層は主に調査区西半部

に分布するが、その範囲はma層に比べると狭い。層厚は約1lcmで ある。

Ш C層 :10YR7/1灰 白色シルト質粘土。砂粒を部分的にブロック状に含む。また黄褐色土をブ

ロック状に含むところも調査区東南部には認められ、下面の凹凸も所々にみられ、水田

土壌の可能性もある。しかし、断面観察のできるところでは、層中に黄褐色の薄い水平

な層がみられ、自然堆積の状況を示すところもある。この層は調査区全域に分布してい

る。層厚は14cm～ 19cmで ある。弥生時代遺物包含層。

Ⅲd層 :2.5Y6/2灰黄色シルト質粘土。この層は調査区西半部に分布する。層厚は約20cmであ

る。

Ⅲ e層 :10YR7/2灰責色粘土質シル ト。砂粒を含む。

2.調査概要

H層直下のⅢ a層、Ⅲ b層、Ⅲ C層上面において遺構を検出している (以下、この遺構検出

面をIII層 上面 と総称する)。 その内容は掘立柱建物跡 3棟 (SB1277、 1278、 1280)、 濤跡 1条

(SD1283)、 性格不明遺構 2基 (SX1281、 1282)、 ピット40基 (P66～ 105)で ある。遺物は遺構

と基本層 I～Ⅲ層中より出上しており、その総数は1377点 である。基本層の中でⅢ C層 は、弥

生時代の遺物包含層である。弥生時代の遺物については、 I層、Ⅱ層、Ш a層、Ⅲ b層、Ⅲ層

上面検出遺構からも出土しており、それについてはⅢ C層出土遺物とともに後述することとす

る。



3.Ⅲ層上面の調査

SB1277(第 33図、写真75、 81、 82):東西桁行 8間、総長19.60m(身舎部分柱間寸法240～ 278cm、

平均260cm、 廂部分柱間寸法185～ 218cm、 平均199cm)、 南北梁行 5間、総長10.97m、 (身舎部分

柱間寸法190～ 225cm、 平均207cm、 南廂部分柱間寸法235～250cm、 平均244cm、 北廂部分柱間寸

法227～ 257cm、 平均236cm)の東西棟で、四面廂付掘立柱建物跡である。SB1277は、SB1278、

SB1280、 SD1283、 SX1282と 重複関係があり、これらより新しい。南北柱列の方向はN-2° 一

Eである。柱穴は全て残存しており、平面形は隅丸長方形、隅丸方形あるいは不整方形を呈す

る。その規模 tよ 身舎部分では140～ 100× 130～62側、廂部分では142～ 80× 110～ 62calである。

柱痕跡の平面形は円形で、その規模 は身舎部分で直径23～31cm、 平均26.7cm、 廂部分で直径

17.5～ 30.5cm、 平均23.2cmである。 P29、 P33の柱痕跡は確認されなかったが、柱穴の底面ま

で掘 り下げており、その検出面からの深さはP29で 24cm、 P33で 14cmで ある。柱穴の掘 り方埋

土及び柱痕跡に焼上、炭化物は含まれていない。柱筋の通 りは東廂部においてやや不整である

が、他の各柱筋はほぼ一直線上に柱痕跡が配置されている。身舎の内部に束柱の痕跡は認めら

れていない。

出土遺物は、第17表に示すように、柱穴から総数400点 出土している。土器は全て破片である。

土師器、須恵器には器形復原のできるものはなかった。また、土師器には製作にロクロを使用

第14表 B区基本層出土遺物数量表

0 6

O 0

R-3G Π 届 3

0 6 0

0

R-6C Π 層

O 3 6

0 0 3

Π 層 10

7 7 0

O 冊属

22 37

0 O

冊 層 2

2 0 19

T-4G Π 屑 ‖ 罵 2

3

2 0

T-7G Π 層 0 ユ

3 3 0 6

m属

T 層 0 0 0

8 27

m層 5

0 3 2 6

O

V-5G Π 層 RI層 0

3 0 6

T層 中 10
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第15表 S B 1277柱 穴出土遺物数量表

石   器 ・Iヽ     言十

P   8 0

O

2

0

0

6

2

0

0

P 22 2

0

P  25
0

2

0

2

2

0

P  38 6 0

2

0 8

2
0

P 43 2

0

P  46

10

P 1

P_ 54

第16表 S B 1278柱 穴出土遺物数量表

弥 生 土 器
0 3

P   2 2

0

P 5 0

1

0 3

P 56 0
0

3 5

P  60 0

合  計

第17表 S B 1280柱 穴出土遺物数量表

群  穴 石   器 十 器 小 茂 片

1

第18表  S D 1283出 土遺物数量表

第19表 S X 1281、 S X 1282出 土遺物数量表

珠 牛 十 器 十 器 小 破 片

第20表 ビット出土遺物数量表

1

P 94 0



第21表 B区桂穴土層註記表
S B 1277

10V R%黒褐色シルト質粘■、黄褐色と、褐灰色土

OV R%黒 掘色シルト質粘土
10Y R%黒福色シルト質粘土、黄褐色■、褐仄色■

10Y R%黒褐色シルト質粘土、黄褐色上、褐灰色土

10Y R%黒褐tシ ルト質粘上、黄fBa上、褐灰色主

ユOY R%黒 褐色ンルト質粘上、黄褐色土、褐灰色土

ブロックを多量に合む

ユOY R%黒 褐色シルト質粘■、黄褐色土、褐灰色土

10Y R%黒 4Bt i

ブロックタ多景I

ル ト質粘土、黄褐色■、褐灰色土

合tr

10V R%黒裡庖シルト質粘上、黄栂色上をブロック

10V R%黒裡隆シルト質粘土、黄褐色土、褐灰ti

10V R%黒褐色シルト質枯上、黄褐色土をブロック

状 に少畳 合 む、砂対 を含 む

10V R%黒褐色シルト質粘■黄褐色■、褐灰色上ブ

10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄掲色土をプロック

状 に少景 合 tr

10Y R%黒褐色ンルト質粘土、黄褐色土、褐灰色土

iOV R%黒褐色シルト質粘上、黄掲色土をブロ

10Y R%黒褐色ンルト質粘上、黄褐色土、褐灰色土

ブロックタ多量に含む

10V R%黒褐色 シル ト質粘上、黄栂色と、黒色土 を

10Y R%黒褐色シルト質IIb土 、黄福色■、掘灰色土

10Y R%黒褐色シルト質粘■、黄褐色上、黒色土を

10Y R%黒掘色シルト質粘と、黄褐色■、褐灰色士

10Y R%黒褐色シルト質粘と、黄掘色土、黒色上を
ブロ ック状 に 多 く合 tr

10V R%黒褐色シルト質粘上、黄掘色土、褐灰色土

10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄褐色■、黒色■を

IOY R%黒褐色シルト質粘上、黄掲色土、褐灰色土
ブ ロ ック ″霧猛 に合 む

10Y R%黒褐色 シル ト質沐占上、黄褐色上、褥灰色土

10Y R%黒褐tン ルト質粘上、黄掲色上をブロック

10Y R%黒裡色 シル ト質粘土、責褐色土、掘灰色土

10V R/黒褐色 シル ト質rhi、 黄褐色 土 をブロック

10Y R%黒褐色ンルト質粘土、黄掲趨と、褐仄色土

10Y R%黒掲色 ンル ト質粘土、黄裾色上、掲灰色土

10Y R%黒褐色シルト質粘土、黄褐色■、褐灰色土

10Y R%黒褐色ンル ト質粘上、黄褥色土 をブロ ック

10V R%黒掘也シルト質格■、黄縄起■、褐灰色土

10Y R%黒褐色ンルト質沐占上、黄褐色上、黒色■を

10Y R%黒褐色 シル ト質粘上、黄褐色土、褐灰色土

10Y R/黒褐色ンルト質thと 、黄褐色土をブロック

10Y R%黒掲色シルト質粘上、黄lBe土、褐灰色土

10Y R%黒褐色シルト質粘土、貢褐色上、褐灰色主

10Y R%黒褐色ンルト質粘■、責褐色上、倒天色土

10V R%黒褐色 シル ト質rB上 、責

10Y R%黒褐色ンルト質粘土、黄褐色上、褐灰色土

10V R%黒褐色 ンル ト質粘土、黄褐色土、傷灰色土

10Y R%黒褐色ンルト質粘上、黄褐色上をブロック

10Y R%黒槻色 シル ト

10Y R%黒裾趨ンルト質粘上、黄褐色上をブロック

10Y R%黒褐色シルト質rh土 、黄4He上 、褐尿色土

10V R/黒IStン ルト質粘上、黄褐色土をブロ /ク

10Y R%黒掘色シルト質粘上、黄褐色土、褐灰色土

ブロックを多量に含む

10Y R/黒褐色シルト質枯■、黄ABt土 をブロ

とOY R%黒 褐色シルト質rh土 、黄褐色上、褐灰色土

ユOV R%黒 編色シルト質粘上、黄褐色上をブロッ

状 に少 量 合 」

10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄褐色上、穏灰色土

10Y R%黒掘色ンルト質粘上、黄褐色土をブロック

10Y R%黒 褐色ンルト質粘土、黄褐色土、褐灰色土

ブロック″多景に合む
10V R%黒 据庖、シルト質rb土 、黄IIB色 ■をブロ

10Y R%黒 褐色シルト質粘土、黄褐色土、褐灰色土

ユOV R%黒 掘色ンルト質粘土、黄IBt■ をブロック

10Y R%黒 褐色シルト質格上、黄褐色上、褐灰色土

10Y Rχ 黒褐色シルトAFh、 黄褐色■をブロック承

に少量含む

10Y R%黒 掲色シルト質枯上、黄4Bt土 、褐灰色士

10V R%黒掘色ンルト質粘上、黄褐色土をブロック

10Y R%黒 褐色シルト質粘と、黄褐色上、褐灰色土

ブロック″多長に合と、かたよりみられる

10Y R%黒 褐色シルト質粘土、黄福色上、褐灰色土

10V R/黒褐色シルト質粘上、黄褐色土をプロッ

状 に少 量合 む

10V A%黒 縄庖ンルト質粘土、黄褐色■、褐灰色上

10Y R%黒 IBtン ルト質rh土 、黄褐色上、穏灰色土

10Y Rχ 黒褐色ンルト質稲上、黄褐色上をブロック

10V R%黒 掘色ンルト質粘上、黄褐色■、掲灰色土

ブロックテ多長Iこ 合tr
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第22表 B区柱穴・ ピッ ト土層註記表
S B1278                       ピッ ト

3

10Y R/黒 掲色シルト質粘上、責掲色上、灰色土を
ブ ロ ッ ク状 に合 む

10Y R%灰黄掲色粘土質シルト

4

10Y R/黒 掲色シルト質粘上、黄褐色土、灰色土を
ブロ ッ ク状 に合 む

10V R%灰 昔福仁粘十暫シル ト

5

10Y R/黒褐色シルト質粘上、責褐色土ブロックを

部分的に合む

不 明

10Y R/黒 褐色シルト質粘土、黄褐色土、灰色土を

ブロック状に合む

10v R%灰 責褐色粘土質シル ト

10Y R/黒褐色シルト質粘上、黄褐色上、灰色土を

ブロック状に合む

10Y R%灰 黄掲色粘土質ンルト、黄褐色土を少量ブ
ロ ンク状 に合 む

10Y Rχ黒掲色シルト質粘上、黄褐色上、灰色土を

ブロック状に合む

10Y R%灰 責楊色粘十質ンル ト

10Y R/黒褐色シルト質粘土、黄褐色上、灰色土を

ブロック状に合む

10Y R%灰 責褐色粘十質シル ト

10Y R/黒褐色シルト質粘土、黄掲色上を大きなブ

ロックで合む

10Y R%灰 責褐色粘土質シル ト

10Y R%黒褐色ンルト質粘土、黄掲色上を大きなブ

ロックで合む

北側10Y R%灰黄褐色粘土質シル ト、黄掲色土 をブ

ロック状 に合む

南側10Y R%灰 黄掲色粘土質ンルト責掲色土をブロ

ック状に合む

10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄褐色土、灰色土を

ブロック状に含む

北 :10Y R%灰黄掲色粘土質シルト

南 :10Y R%灰責褐色粘土質シルト

2

10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄掲色土、灰色土を

ブロック状に含む

完 掘

1

10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄褐色土を大きなブ

ロックで合む

10Y R%灰責撮色粘土質シル ト、黄褐色上 を合む

S B 1280a

65a

10Y R/黒褐色シルト質粘土、黄褐色土少量ブロ

ンク少ない

不 明

10Y R%黒裾危シルト質粘土、責掲色土少量

不 明

63a

10Y R%黒褐色シルト質粘土、黄掲色土を大きな

ブロックで合む

不 明

64a
10Y R/黒掘色シルト質粘土、責褐色土少量

房く口月

S B1280b

10Y R%黒褐色シルト質粘土、しまりなし、粘性

ややあり責褐色土黒色土をブロック状に合む

10Y R%黒褐色粘土質ンルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R%黒 褐色 *き土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R/掲灰色粘土質シルト、しまりなし、*占性や

やあり、黄掲色土、黒色土をブロック状に多量に合む

P52と 切 りあいP52に切 られている。

10Y R%黒 褐色*占 土質シ,レ ト、しまりなし、撤 生ナシ

10v R笏 黒福色*占 十管シルト、しまりなし、粘昨ナシ

10Y R%黒掲色粘土質シルト、しまりなし、米占性ナシ

10Y R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10V R笏 黒褐負粘 十管 シル ト、 しま りな し、粘 l■ ナ シ

10Y R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R/褐灰色粘土質シルト、しまりややあり、粘性
ナ シ、音褐負 十、黒負 十々ブロ ック状 に合 む

10Y R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10V R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘イ生ナシ

10V R/黒 裾負*占十管シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R/黒 褐色シルト、しまりややあり、粘性ナシ

炭 (1～ llLIIn)″ 多 く合む

10Y R/褐灰色粘土質シルト、しまりややあり、粘性

ナシ、黄褐色土、黒色土をブロック状に合む

10v R%灰 責福色シルト、しまりややあり、粘性ナシ

10V R/に ない音福れシルト、しまりややあり、粘件ナ

10Y R%黒 裡危粘土質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R/褐灰色粘土質シルド、しまりなし、粘性やや

あり、音褐負十、黒負十″小さいブロック状に合む

10Y R/褐仄色粘土質シルト、しまりをし、粘性やや

あり、責裾色土、黒色土をブロック状に多量に合む

10Y R%灰 黄褐色シルト質粘土、しまりなし、粘性や

やあり、黄褐色土ブロック状に少量合む

10Y R%黒 裾庖粘土質シルト、しまりなし、粘性わず

かにあり、音褐色土″わずかに含む

10Y R%黒 握庖粘土質シルト、しまりなし、粘性やや

あり、炭を少量合む、黄褐色土を少量合む

10Y R/黒 据隆粘土質シルト、しまりなし、粘性わず

かにあり、黄掲色土をブロック状に多く含む、炭を多

く含む、焼土粒わずかにみられる

10Y R%黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性やや

ス n 辞 歩小 号合 帝 苦 拐侮 +歩 小 暑合 tr

10Y R%黒 複庖粘土質シルト、しまりなし、粘性やや

あり、炭 少々量含む、責裾色土を少量含む

10V R/黒 褐負粘十質シルト、しまりなし、粘性ナシ

10Y R%灰 黄褐色シルト質椎土、しまりなし、粘性や

やあり、黄褐色上をブロック状に合む

10Y R/黒 褐色粘土質シルト、しまりなし、粘性やや

あり、黄裾危土、黒色土をブロック状に多量に合む

10Y R%暗 褐色、粘土質シルト、しまりなし、粘性ややあり

10Y R%灰 黄福往、粘土質シルト、しまりなし、粘惟ややあり

10Y R%灰 黄掲色シルト質粘土、黄褐色土をプロック状に合む

10Y R%灰 黄褐色シルト質粘土、黄掲色土をブロ

ック状 に 多量 に合 む

10Y R%灰 黄褐亀シルト質粘土、黄厩量を7 rlッ ク状に合も
10Y R%に ぶい黄褐色シルト、しまりなし、

'偕
性ややあり

不朋

10Y R%灰 黄掘色シルト質粘土、黄褐色土をブロック

状に多量に合む

65b

10Y R%黒褐色ンルト質粘上、責掲色土をブロッ

ク状に多く合む

10Y R%灰責褐色粘土質シルト

10Y R%黒掲色ンルト質粘土、黄褐色土をブロッ

ク状に多く含む

10Y R%灰責掘色粘土質シルト

63b

10Y R%黒褐色シルト質粘土、黄掲色土をブロッ

ク状に多く含む

10V R%灰責褐色粘土質シルト

64b
10Y R%黒褐色シルト質粘上、黄褐色土をブロッ

ク状に多く合む

10V R%灰責褐色粘土質シルト

※上段は掘り方埋上、下段は柱痕跡埋土
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第34図  S B1277、 P29・ P33エ レベーション図

しているものは確認されていない。

SB1278(第 33図、写真79～83):南北桁行 7間以上、総長12.83m以上 (柱間寸法156～ 235cm、 平

均186cm)、 東西梁行 3間、総長6.88m(柱 間寸法216～246cm、 平均229cm)の南北棟で、掘立柱

建物跡である。南北柱列の方向はN-17° 一Eである。柱穴には、平面形が細長い長方形で、柱

痕跡を2つ もつもの (長軸272・ 286cm、 短軸88～130cm)と 、正方形あるいは長方形で、柱痕跡

を 1つ もつもの (12～ 170× 82～126cm)が ある。柱痕跡は、平面形が円形で、その規模は直径

15.5～ 25cmである。柱穴の掘 り方埋土及び柱痕跡に焼土、炭化物は含まれていない。

出土遺物は、第18表 に示すように、柱穴から総数61点出上している。土器は全て破片である。

土師器、須恵器には器形復原のできるものはなかった。また、土師器には製作にロクロを使用

しているものは確認されていない。

SB1280(第 33図、写真79、 80):SB1280は建て替えが行なわれており、古いほうをSB1280 a、

新しいほうをSB1280 bと した。調査区南端部西側U-2・ 3グ リットに位置する。SB1280 b

は、東西 2間以上、総長4.54m以上 (柱間寸法282cm、 172cm)、 南北 1間以上 (柱間寸法182cm)

の掘立柱建物跡である。しかし、P62と P63の柱間寸法は282cmと 比較的長い点でP62と P63に

は 1本柱列の可能性 もある。東西柱列の方向はE-31°一Sである。柱穴の平面形は方形を基調

第35図  SB1277柱 間寸法図 (単位:cm)



としている。柱痕跡の平面形は円形で、直径は17～27.5cmである。

出土遺物は、第19表 に示すように、 P63か ら非ロクロ土師器の破片が 1点出土している。

SD1283(第 33図、写真82):調査区南端部、UoV-3～ 5グ リッドに位置する。平面プランを

確認している。方向性はほぼ直線的で、N-80°一Eの方向を示す。上端は30～ 65側である。埋

土は 1層確認された。

遺物は、埋土上面から須恵器破片 1点 (第36図 4)が出上している。

SX1281(第 33図):R-3グ リッドに位置する。全容は不明であるが、平面形は精円形を呈する

ものと考えられる。上端長軸長225cm以上、上端短軸長124cm、 深さ36cmを 測る。底面はほぼ平

坦である。埋土は2層認められ、共に人為的な堆積状況を呈している。

遺物は埋土中より、弥生土器 5点、非ロクロ土師器20点、土器小破片 2点の計27点が出土し

ている。

SX1282(第 33図):RCS-2・ 3グ リッドに位置する。平面形は不整方形を呈する。上端長軸

長215cm以 上、上端短軸長135cmで ある。埋土は2層認で、SX1281と 同様の上性、色調を示す。

遺物は埋土中より、弥生土器 2点、石器 1点、非ロクロ土師器 3点、須恵器 1点、土器小破

片 1点の計 8点が出上している。

Ⅲ層上面で検出された遺構は、その重複関係から次のように新・旧 2時期に分けられる。

(新)             sB1277

0D SD1         82-6X12811
|

SB1280a

SX1282・ 1281に ついては、埋上の類似性、規模などからほぼ同時期の遺構 と考えられ、その

配置 と、長軸の方向が SX1282:N-15° 一E、 SX1281:N-13° 一Eと 、近接 して位置する

SB1278と 数値が近似し、関連性が認められる。これらの遺構は、真北から東へ約30度偏向する

方向を示す SB1280と ともに、郡山 I期官衛に伴なうものと考えられる。SD1283に ついては官

衛跡との関連は不明である。また SB1277は 、建物の方向が真北を基準 としていることなどから

郡山Ⅱ期官衛に伴なうものと考えられる。この SB1277は 、その規模・構造の点で、郡山H期官

衛では大規模な建物であり、H期官衛政庁正殿 と推定されるSB1250と 同じ構造を有するが、規

模はそれを上回る。また、位置的には方四町官衛域 と、郡山廃寺中枢伽藍の中間にあり、郡山

廃寺中枢伽藍の南北中軸ライン (官衛域における西端から一町東を通る南北ラインとほぼ一致

する)力 、ゞSB1277の 南北中心ラインの西約100calを ほぼ平行して通る関係にある。

尚、 I・ H層から出上した遺物のうち、土師器・須恵器では器形復原のできるものは極めて

少なく、須恵器 3点を第36図 1～ 3に示した。瓦は全 く出土していない。また、 I・ H層から

は第36図 5の ように近世の陶器破片も出上している。



0               10cm

番号
登 錫

番 号
種別 器形 出土逸構 層倍

外 面 調 整 内 面 調 整 法 量 (側 )

残存 備考
写 真

図 版口翻 体 部 底 部 口翻 体 部 底 部 吾高 口径 底径

1 E-340 須恵器 高駅 ? Ⅱ層 ロクロ調整 ロクロ調整 ロクロ調整 ロクロ調整 ロクロ調整 ロクロ調理
３
上

よ
以 % 93-― I

2 E-341 須恵器 壷 Ⅱ層 ロクロ調整 回転

^ラ

ケズI ロクロ調整 ロクロ調整
13
以上 (11か / 93--1(

3 E-342 須恵器 蓋 Ⅲ層 ロクロ調整 ロクロ調整 ロクロ罰整 ロクロ制整
17
以上 (96) / 93-14

4 E-343 須恵器 褒 S D12B3 検出騒 平行叩き日 破片

5 I-36 陶器 銀 ?〕 Ⅱ層 破片 93--11

第36図 第85次調査 B区出土遺物実測図・拓影



4.III C層 の調査

郡山 I期・ H期官衝に関連する遺構の検出面となったⅢ層上面 (ma～ c層上面)では、遺

構確認作業の際、主にⅢ C層から弥生時代の遺物が出上している。また、前述のように、基本

層 I層 中、H層中、及びⅢ層上面で検出された遺構の埋土からも弥生時代の遺物が出上してい

る。

Ⅲ層上面では、最近の上取 りや耕作の影響のため凹凸がみられ、Ⅲ C層の分布しているとこ

ろでは、その本来の上面は残存していないものと推定される。弥生時代の遺物はШ a層、Ⅲ b

層からも出土しているがその数は少なく、III C層が弥生時代の遺物包含層であると考えられる。

出上した遺物は土器・石器であるが、前述の調査経過をぶまえ、遺物の取 り上げはⅢ C層上

面で確認したものだけとし、R～T-3～ 6グ リットで行なった50cmメ ッシュの土壌サンプリ

ングも、III C層 を削った土壌を対象とした。このため、III C層出土遺物 としてここに報告する

ものはⅢ C層 に包含されている全ての遺物ではない。

Ⅲ層からの出土遺物の総数は第16表に示すように350点である。その内容は弥生土器273点、

石器77点である。第37図 はその平面・垂直分布図であり、これらの分布はR-3・ 4グ リット、

S・ T-3～ 6グ リットの東西12～ 13m、 南北10mの範囲で比較的出土数量が多 く、特にR―

4グ リット南西部、S-5グ リット北東部に集中している傾向がある。また、第29表 には水洗

選別の地点別サンプル含水重量 と検出された石器の数量を示してあり、その総数は399点、内訳

は剣片 7点、チップ392点 である。これらの分布は対象 とした範囲のほぼ全域に及ぶが、S-5
グリット東半部、S-6グ リット西半部、T-6グ リット北西部からの出土数量が比較的多い。

Ⅲ層出上の上器、石器の集中している地点と、水洗選別で得られた石器の集中する地点は異な

る傾向が認められる。

以下、弥生土器、石器の分類を示し、分布 とそれらの関連を考えてみたい。尚、分類に際し

ては I層中、H層中、Ⅲ層上面検出遺構出上の遺物も対象 とした。

(1)弥生土器 (第38～43図 )

①分類 :出土した弥生土器は全て破片であり、器形復原のなされたものは数少ない。そのため

分類は、文様の有無及び器形によりI～Ⅲ類に大別し、細別は文様の種類、施文具、残存部位

などにより行った。また地文 と文様の関係から磨消縄文 となすものをa種、充填縄文 となすも

のをb種、無文上に文様の施文されるものをC種、地文上に文様の施文されるものをd種 とし

た。

I類 :壼、高邪、鉢、蓋のいづれかの器形で、沈線により文様の描かれているもの。

IA類 :1本引きの比較的太い沈線 (幅 2～ 3 mm)で横位直線文が描かれているもの。以下の

3つ に分けられる。



IAl類 :3～ 4本の平行する横位直線文を描 くもの。第38図 3と 第42図 5は同一個体、a種。

口唇には連続した刻目が施されている。第38図 2・ 第42図 4は C tt。 第42図 2は 口縁直下に屈

曲部をもつ。

IA2類 :数条の平行する横位沈線文を描き、そのうちの何本かを従位の弧線で運結している

もの。第38図 1。 a tt。 広口の鉢である。底部を欠損している。S-5グ リットで出土した比

較的大きな破片に 4点の小破片が接合した。第53図 のように、最も離れて接合した遺物間の距

離は5.15mで ぁる。口縁は直線的にやや外傾しており、体郡 との境は明瞭に屈曲している。波

状口縁を呈し、頂部には刻目が施されている。地文の単節 LR縄文は、口縁部は斜行、体部は縦

走している。屈曲部を除 く外面のほぼ全面、内面の回唇付近には戊化物が付着しており、沈線

を埋めている音Б分もある。

IA3類 :横位直線文が 1条認められるもの。破片のため、他の平行する横位直線文などの有

無は不明である。第38図 4・ 6、 第42図 8。 第38図 6は、内外面丹塗 りである。

IB類 :1本引きの比較的太い沈線 (幅 2～ 311114)で、横位・縦位・斜位直線、弧線、曲線に

より文様の描かれるもの。第38図 7・ 8、 第42図 6は a種。第38図 5、 第42図 7は b tt。

IC類 :1本引きの比較的細い沈線 (幅 l mm前後)で、横位直線文が描かれるもの。破片のた

め、他の平行する横位直線文などの有無は不明である。第42図 13は a種、 9は C種、10は d種

である。第42図 9は三の頸部下端から体部上端にかけての破片である。第42図 10は d種とした

が、甕の体部上半の破片 (HA3類)の可能性もある。

ID類 :1本引きの比較的細い沈線 (幅 l mm前後)を 2本 1組 とし、横位 。縦位・斜位直線、

弧線、曲線により幾何学文の描かれるもの。 a種、 b種、 C種が認められる。第39図 1～ 4・

7・ 8、 第42図 11・ 12・ 14、 第43図 1～ 3は a tt。 第39図 1は 口唇に連続した刺突が施されて

いる。地文は外面口唇直下にのみ認められる。第39図 2、 第42図 11は外面丹塗 り。第42図 12は

口唇に連続した刻目が施されている。第38図 9。 10は b種。同一個体。口縁部から体部にかけ

ての鉢の破片である。口縁は内湾気味に立ち上がり、体部 との境には明瞭な屈曲をもつ。日縁

部の文様は横位直線文を基調 としているが、体部はそれと異なり円文を基調 としているものと

考えられる。第39図 5。 6、 第43図 12・ 13は C tt。 第39図 5を除き、全て蓋である。第39図 5

にはI Dtta種 の破片の可能性がある。第39図 6の蓋は、同一個体 と考えられる破片 3点が出

土している。 S-5グ リットから近接して出土している 2点 は、内外面 とも黒色を呈している

第23表 弥生土器類別数量表

類別
類 Ⅱ 類 冊 類

総数

TAl IA2 IA3 IC TI A 2

‖  層 2 1 3 3 10 4 1 3 5 7 5 5 6

.T属 2 0 I 2 5 9 0 0 2 2 0

※遺物出土数量表との総数の差遠は、類別では同一個体 と認識 されたものをユ点 として算出 じたことによる。
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が、S-3グ リットから約 8m離れて出土した 1点 は内外面とも灰白色を呈しており、破片と

なった後に再酸化を受けた可能性がある。

H類 :甕の口縁部～体部上半の破片資料である。

HA類 :体部 と口縁部の境、あるいは体部上端に横位の文様が施文されるもの。

HAl類 :押し引き連続束」突文の施文されるもの。第39図 9。 10。 12、 第40図 3、 第43図 6。

HA2類 :斜位連続刺突文 (列点刺突文)の施文されるもの。第40図 2。

ⅡA3類 :1本引きの沈線により横位平行直線文、あるいは横位直線文が 1条施文されるもの。

第39図 13・ 14、 第40図 1・ 4、 第43図 5。

HB類 :体部上端に文様の施文されないもの。第39図 11、 第43図 4。

Ⅲ類 :文様が施されず、地文のみあるいは無文のもの。

ⅢA類 :復原などにより器形を推定できるもの。第41図 4・ 8、 第43図 14・ 16。 第41図 4は台

付鉢と考えられる。T-3グ リットから近接して出土した破片 3点が接合している。第41図 8

は鉢である。R-4グ リットから出上した 6点の破片が接合した。最も離れて接合した遺物間

の距離は1.7mで ぁる。器形は体部がやや内湾しながら外傾し、国縁は直立気味に立ち上がる。

底部は平底である。外面には粘土紐の積上痕が認められる。底部外面にはケズリが施され、黒

斑がみられる。また、内外面に焼成後の丹塗 りが施されている。第43図 14・ 16は蓋 と考えられ

る。

ⅢB類

ⅢC類

ⅢD類

ⅢE類

HF類

口縁部資料。

体部資料。第40図 5～ 20、 第41図 1～ 3・ 5、 第43図 7～ 11。

底部資料。第41図 6・ 7・ 9。

脚部資料。第42図 1～ 3、 第43図 15。

部位不明資料。

②Ⅲ C層出土弥生土器の類別と器形 :HC層からはI～Ⅲ類の細別を含め各類全てが認められ

る。 I類では比較的細い沈線で文様を描くIC類・ ID類が IA類・IB類 (比較的太い沈線)

に比べて数量として多い傾向にある。器形は、破片資料が多いため全体を知ることのできるも

のは極めて少ないが、壼、鉢、台付鉢、高不、蓋、甕が認められる。

③Ⅲ C層出土土器の地文・調整 :地文には、無節 ′縄文、単節 LR縄文、単節 RL縄文、直前段

多条 (L(r tt r+r)、 直前段反撚 (R(r tt r)、 付加条縄文 (LR+r)、 撚糸文 R、 擬似縄文

がある。このうち、単節 LR縄文が最も多く、次いで直前段多条 (L(r tt r tt r)、 擬似縄文が

みられ、他は少ない傾向にある。単節 LR縄文としたものの中には、第38図 1の ように直前段多

条 (L(r tt r tt r tt r)の 可能性を示すものもあるが、その数は少ない。調整痕としては、ミ

ガキ、用」毛目、ヨコナデがみられる。 I類は内外面とも調整はミガキを主体としているが、H
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図版番号 出土地悼 層 位
録

号
器種 部位

施  文    調  整
備   考 分類 写真図版

口写部 外 面 内   面

S-5G Ⅲc層 B-130 継
口務ιI

から
体部下半

体部上半 :単節LR縄文(直前段多条の可能性有り)J瑚立平行

沈線文+細すの短い孤状の沈線支‐すり消し‐ミガキ

体部下半 :単師LR縄支(直前段多縄の可能性有り)

Π縁直下に横位

沈線文‐ミガキ

外面SItと 内面口縁

盲附近に炭イ助 力対

著

IA2 94--1

2 S-5G Ⅲc層 B■ 31 鉢 1昨蒲

`

積位平行流練文(3条 )→ ミガキ ミガキ

3 S-5G Il c層 B■ 32 鉢 ? + 1縞常
`

制孵 文〕闘立詔子沈線文→ミガキ ミガキ 第42図 5と 同一イロ本 9← 3

T-5G ll c層 鉢 ? 口馬喀I 単節LR縄支? 横位沈線文→ミガキ
横位沈線文‐

ミガキ
IA3 9← 4

5 R-4G Ⅲc層 B■34 鉢
口縁ヽ

体喀 [

ミガキ 沈線文→単節LR縄文‐ミガキ ミガキ 94-5

6 R-6G ll c層 鉢 ? 口窃とJ がキ 擬似縄支■下著Ыこ構位沈線支 内外面丹塗 IA3 9‐ 6

S-6G ll c思 瑞    [ 単節LR縄文→就線文→ミガキ
内外面瑞 Ⅲ:

スス付着
94-7

T-3G B■ 37 体き[ 単節LR縄文→流線文‐ミガキ ミガキ 94-8

T-5G Ⅱc層 鉢 ? 日続モI

付加条縄文

(単師とRtt r)
沈線文‐付加粂縄文(単節LRttr)→ ミガキ 沈線文→ミガキ IDE 94-9

10 U-5G Ⅲc層 休 ? 脚
脚

付力H条縄文
(H師 LRttr) 沈織支→付加条縄支(単節L Rttr)‐ ミガキ 沈繰文‐ミガキ 94コ 0

第38図 第85次調査 B区弥生土器実測図・拓影 (1)
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図版番号 出土地点 錦 号 綿
施  文     調  整

備   考 分 類 写真図版口駐 [ タト 内   面

S-5G 鉢
日翻 ～

体部
刻目 (日縁直下に単節LR縄文)平行沈線文‐ミガキ 沈練支…ミガキ 94-11

94-12
2 S-3G 鉢 ? 曰翻 単節LR縄文 尉蔀LR縄文‐laL平行沈線支‐ミガキ 横位沈線文→ミガキ

'卜

面睦
3 T-4G 麻部 単師LR縄文‐平イ〒沈線支→ミガキ

94■ 3
4 R-4 Ⅲc層 鎌 ? 椰 単師LR縄文ば撚糸文R→脚笠▼〒沈線文‐ミガキ IDa 94--14T-4G 鉢? 椰 半行沈線文→ミガキ ミガキ Dc 94-15

B■ 45 蓋 体部～端H 横位平行沈線支‐ミガキ ミガキ 内外面ともスス付着 TDe
９４．‐６一町一９４．２ュ

7 S-5G 言#不 脚 単節LR縄文‐平行沈練支→ミガキ ミガキ IDa
8 R-lG 脚部 単節LR縄文‐平行沈線文‐ミガキ ミガキ IDa
9 S-3G 馨 口翻 不明 単舒LR縄文→押し引き連続剰突文→ミガキ 94-18S-4G al c層 聾 日翻 ミガキ (地文不明)押し引き連続刺突支‐ミガキ

94-19S-3G Il c層 B-150 警 口翻 慣ナデ‐0投多条LR縄文→ミガキ ミガキ 94-20T-4G B-151 蜜 日脚 路師LR縄文? 単節LR縄文→押し引き連続刺突支れ瞳ナデ

】一嘲
13 R-3G 賢 口翻 単節LR縄支 舶 沈織文→横ナデ ミガキOrナデ 魏 咽 14と 同引日本
14 B■ 53 体部上半 単師LR縄文‐悩位平行i上綸ヤ ミガキ 第39図13と 同柵 94-24

第39図 第85次調査 B区弥生土器実測図・拓影 (2)
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図版番号 出土地点 層 位 登録番号 器種 部  位 備  考 分 類 写真図版
日唇著I 外 面 肉 面

1 R-4G 獲 体著[ 堂飾イR綿す→哲サデ令毬怖淋練マ ガキ 95-6

2 U-7G u 層 落 14N郵 卜半～日綴割 桔ナデ→棒l・躍 す釧 禅締菊‖空→ミガキ ガキ 95  1

RT 屑 碧 ltN郎 卜半 ガキ HAl 95-2

RI 層 牽 体|・

I 勲毛目→橋位沈繰支 ガキ 95 3

5 -4G 冊 層 不期 体部 直前段反V7FR十 子 95--7

6 T-5G RI c層 不HR 体部 撚糸支R 不 R日 95-4

7 S-6G 冊 層 不明 体部 ≧箭RI綴寸 ガキ 95-5

8 S-7G Шc層 体害[ 雛飾 1組す ガキ 95-8

9 HT 層 十水喜Ь ≧箭LR経支 ガキ

10 Ⅲ 眉 不明 体喜I 単節LR組実 ガキ

11 R-3G RI 層 不明 体部 刷毛目 95-1]

12 S-3G RT c層 不明 体きI 財跡健文 95-12

13 R-4G 冊 層 不朗 体部 堂印 R組 立 ガキ 95-13

14 R-4G Ⅲc懸 不ER 体郎 吊手 日 95-14

15 T-7G RI r層 不RII 体 都 堂飾RL網支 ミガキ ガキ 95-15

16 冊 r層 不朗 体部 耐手日→ 41j分 的な重箭LR綴支→菩I分的なミガキ ガキ 95--16

17 冊c層 不朗 体常

`

無節 r縦支 95--17

S-3G ‖c層 不FR 体部 擬似縄文 95-18

S-3G El c層 不明 体をI 用‖子日→蛍飾LR紹立 ガ キ 95-19

Ⅲr属 示FH イ水喜К 古前砕反IⅢ′!ヽ R十 ガキ

第40図 第85次調査 B区弥生土器実測図・拓影 (3)
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羽

図版番号 出土地常 層 位 登録番号 器 種 部 位
施  文    調  整

備 分類 写真図版日唇部 面 肉 而

1 uc層 不FH 体部 直前段反撚 りR十 ミガキ 95-21
2 IIl c層 不HR 体書[ 撚糸支R ミガキ 95-22
3 S-6G RT r層 B176 不明 体喜I 単節LR縄支 ミガキ 95-23
4 T-3G lT c嬉 台付鉢 体下きI ケズリ→単節LR縄支 ミガキ 95-26

S-5G RI c層 不期 体部 単節LR縄文 ミガキ 95--24
R-4G RT c層 B179 不HH 体下～底部 ミガキ ミガ■ 95-27

7 Ⅲc層 不明 体下～底部 単箭LR縦す ミガキ 95‐-25

8 R-4G IIl c層 鉢 日縁～底部 ミガキ 単節LR縄文 (直説救多条の可有獣生も有り) ミガキ 焼成後、内外面丹塗り

底面に黒塩
95-29

9 S-2G 冊↑層 不明 庚部 木葉文

第41図 第85次調査 B区弥生土器実測図・拓影 (4)
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図版番号 出土地点 層 位 登録番号 器 種 部 位
施 調 整

信 考 分類 写真図版
日唇菩[ 而 肉 面

1 R-4G RI c層 B183 一Ｓ 脚吉

`

ミガキ ミガキ 95-30

2 T-3G RI c層 B184 不HjI 脚きI ミガキ ミガキ 95-31

3 T-7G Ⅲc層 B185 一島 脚部 単節LR縄文 ミガキ 95-32

T-6G P 26 B186 □綴郎 ミガキ 憤位平行沈線支 (4条 ) ミガキ IC 96

5 R-5G P 2 B187 鉢 ? 日脚 刻日 擬似縄文→横位平行沈線支→ミガキ ミガキ 第38図 3と 同一個体 9併 2

6 R-5G T層中 B-188 不HR 体喜I 堂怖LR綴支→蕪練す→ ミガキ ミガキ 9併 4

7 T34G P 59 B189 琴 瑞きI 沈綜支→単師LR縄支→ ミガキ ミガキ 内面層溝、スス付着 96-3

8 S-3G 1層中 B190 鉢 ? 日部 ミガキ 慣位沈線文→ ミガキ ミガキ 96-5

9 T-5G Шc層 B-191 士
堕 慣位沈線文→ミガキ ミガキ 06--6

p B192 体喜[ 堂怖IR網マ→構怖汁線立 ミガキ TC測 06-7

11 R-3G P ■ B193 高ナ不? 瑯
煎

日

任
単節LR縄文→横位平行沈線文→縦 横位沈線文→縦位の短

外面丹塗り 96-8

I層 B194 鉢 ? 日脚 刻目
付加条縄文(単節L Rttr)→横位平

行沈線文→ミガキ
横位平行沈線文
→ミガキ

96-9

R-5G 「 層中 B195 鉢 ? 日部 ミガキ 擬似縄文→横位沈線文→ ミガキ 蹟位沈繰文→ ミガキ 96-lo

P 32 □脚 ミガキ 瞳作平行汁絢マ イR楽Ⅲ Tnr 96--11

第42図 第85次調査 B区弥生土器実測図・拓影 (5)
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16
10cm

図版番号 出土地点 覆 位 登録番号 器種 部 位
施  支    調  整

備 考 分 類 写真図版
日唇部 外 面 丙 面

ユ U-3G P 47 B■ 97 鉢 体部 平行沈線支→ミガキ ミガキ 第38図 1と 同一個体 IDa 96-12

2 U-4G T層 体 部 細研組マ→平行lt練支→ ミガキ ミガキ IDa 96-13

1層中 仏VL 幡似縦支→涜線支→ ミガキ ミガキ IDa 06--14

T思中 琴 日編常I 堂箭LR綴支 単節LR組支(綾絡文)‐laナ デ ミガキ 96--15

5 不  明 T層中 B-2111 審 日翻 ミガキ 横位沈線文→横ナデ ミガキ 96-16

6 S-4G P 17 B-202 蓄 日瑯 横ナデ→押し引き連続束」突文→ミガキ ミガキ 1 9併 22

7 S-46 P 16 B-203 不明 体部 古蔀I:1].屈 ‖|,1ヽ R( ガキ 96--17

8 R-lG Ⅱ層中 B-204 鉄 は吉[ 堂飾LR縄主 ミガキ 96-18

9 S-6G ¬層巾 R― 加5 不服 llNttI と飾RL縄支 ミガキ 96-19

T層中 B-20ハ 不FR 体部 単箭RL縄支 ミガキ 96--20

Iトー7G 1目中 B-2r17 体部 単師LR縄文 96--21

12 R-3G P ll B-208 琴 嬬部 ケズリ→ミガキ→横位平行沈線文 ミガキ TDr 96-24

13 T-34G P 59 B―昴9 奉 端部 ミガキ TDc 96-23

14 R-3G P 6 B-210 蓋 瑞喜[ ミガキ ミガキ 内、外面端部スス付着 9併 25

15 R-3G Π層由 B-211 不日H RH ttЬ ミガキ ミガキ 9併 26

16 P R-212 蓄 体部 ミガキ 96--27

第43図 第85次調査 B区弥生土器実測図・拓影 (6)



類では外面の口縁部にヨコナデがなされる例が多 く、押し引き連続刺突文が施文された後にミ

ガキを施しているものもある。Ⅲ類は外面がミガキのもの、地文のものが大半を占めるが、稀

に刷毛目のものも認められる (第40図 11・ 14)。 また、地文の施文に先行して刷毛目の施されて

いる例もある (第40図 16・ 19)。

鬱)石器 (第44～50図 )

①分類 :出土した石器は、磨製石庖丁 1点 を除き、他は全て打製石器であることから、分類は

打製石器を対象とし、形態、規模などによりI～Ⅶ類に大別し、さらにI～Ⅵ類については細

別した。

I類 :2次加工により定形化した形態を作 り出しているもの。 I類には石鏃 2点が概当する。

基部の形態により以下のように細別される。

IA類 :有茎の石鏃。第44図 1は基部の一部を欠損しているが、長さ17.1411nと 小形である。 2

次加工は側縁吉[に のみ施されている。

IB類 :ア メリカ式石鏃 (第49図 1)。

Ⅱ類 :2次加工のある象」片。 2次加工は施されているが、定形化した形態を作 り出していると

は認識されないものである。残存形態における 2次加工の施され方、折れ面の有無などから以

下のように細別される。

ⅡA類 :象J片 の 1側縁に連続した急角度の 2次加工が施されているもの。側縁部の形状により

a種 :直線的なもの (第44図 2)、 b種 :鋸歯状のもの (第49図 3)に分けられる。第49図 3は

鋸歯縁石器 として、「不定形石器」の中に含められるものである。

ⅡB類 :剣片の側縁に連続的あるいは部分的な 2次加工が施されているもの。折れ面の有無と

2次加工 との関係によりa種 :折れ面のないもの (第44図 3～ 5)、 b種 :折れ面があり、2次

加工を切っているもの (第45図 1～ 4)、 C種 :折れ面はあるが、2次加工との切 り合いがない

もの (第45図 5・ 6)に分けられる。 b種のなかには第45図 1の ように平坦劉離が施され、「ス

クレイパーエッジ」の形状を呈するものもある。

HC類 :象↓片の折れ面に連続的な 2次加工が施されているもの (第45図 7)。

Ⅲ類 :楔形石器 (ピ エス・エスキーユ)。 相対する 2側縁に連続した両極剣離痕が認められるも

の。断面形などにより以下のように細別される。

IIIA類 :断面形がレンズ状を呈するもの。 a種 :相対する両極剣離痕が 2つ あるもの (第46図

2)、 b種 :1つ のもの (第46図 1)に分けられる。

ⅢB類 :断面形が三角形を呈するもの (第49図 5)。

Ⅳ類 :微細剣離痕のある剣片。剣片の形状によりa種 :折れ面をもたないもの (第46図 3、

49図 2)、 b種 :折れ面があり、打点を残しているもの (第46図 4)、 C種 :折れ面があり、

第

　
打



類  別 数 量
石 材

流継 ζ英安山完 安山岩 片岩 王髄 畦質凝灰岩 凝灰岩 買岩 チャート ウッドオパール 珪質砂岩

石  庖  T I

I   類

十店  鏃Ⅲ
l ]

Ⅱ   類

(2次加工の

ある制片)

16

A 1

b

I 1 2
B 13

C 2

Ⅱ   類

(楔形石器)

2

A 2
1

1 2

B 0

Ⅳ   類

r繊細銘I離Ⅲ

4 1 I l ユ

V   類

(石  核)

2

A 2
1

1 1 1

0

Ⅵ   類

(剣  片)

２４

一

９

一
１ ０

4 7

Ⅶ   類
r千 ッЛ 4 2 1 1

計 5 1 l 2 1 1 1 0 l

第24表 Ⅲ c層出土石器類別 。石材一覧表

第25表  I・ I層出土石器類別・石材一覧表

類  別 数   量
石 材

流紋岩 写真客山メ 密山岩 片猪 玉怖 珪腎春灰岩 潮更岩 貢岩 チャート ウッドオパール 珪質砂岩

石  庖  丁

I    類

(石  鏃)

l

0

1

1

Ⅱ   類

(2次加工の

ある剣片)

5

1

b

2 I 1 1

3 b

C 1

Ⅲ   類

(楔形石器)

ユ b

0

0 1

1

Ⅳ   類

(微細剣離)

b

6

1

5

l 1

V   類

(石  核)

2
0

b 0 2

2

Ⅵ   類

(制  片)

9 b 4

1

8 1

Ⅷ 類

(チ ッ朔
1 l

計 2 l 0 0 0 0 0
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騒鵞孝テ 図版怒号 分 類 石 器 名 称 グリッド 層 位 標 高 石 質 同一母岩 最大長
品ml 醐ｍ 碑

編
目主⊆Ⅸg 折れ面 写真図版 遊f/4屠

K―穀 (P l14) 石疱T R-4 Il c層
_823
穐 19

片 岩 配 35 ○ (P l12)

K―屡 第44図 1 IA 石鏃 T-5 Ⅲc層 305 170 ○ 421

K-3( 第劇]2 2次加工のある氣脂 S-5 ll c層 8,釣 4 耐 ② ℃ 70 3475 O 97-2

K-31 第44図 3 2次加工のある割,キ R-1 Il c層 継 ②

“

10 守 90 7ギ ○ 9客 3

K― a 第■図4 2次加Iの ある串〕キ S-4 Ⅲc層 買 岩 53° 97-6

K-33 第14図 5 2次力Π工のある氣片 T-6 Il c層 8動 t i継 ③ 昴 90 O
K-34 第45図 2 2次加工のある割片 S-4 Il c層 稀 燃 ① 5 40 110 ⑨ O 9を 4

K-35 2次力]工のある黎,キ S-4 □c層 継 ① 075 O 97-5

K3 第45図 4 2次加工のある築腑 S-4 Ⅲc層 耐 ① 2115 ③ 97-7

K-3 第46図1 2次加工のある尉片 S-4 Ⅲc層 耐 ① 1535 1675 O ○ 9「 9 172

K―徴 勲 咽 3 2次加工のある剣片 S-3 Il c層 継 y60
,0・ ⑨

'7--10
K3 2次ウJ工のある躙片 R-4 Bl c層 王 髄 1560 ○ 97

K報 ( 第45図 6 2次力H工のある剣片 T-3 Jc層 買 岩 O 97--11

K-41 2次加工のある割,キ T-5 Il c層 8下 掛6 継 ③ 94-14

第45図 5 2次加工のある剣片 S-6 Itl c思 1講 ∝ 60 600 1675 67° O ○ 9トー15 400

K-4〔 2次力J工のある剥片 T-5 fl c層 石葵安山岩 155 47° ⑤ 9作■2 436

K-4 魏 瑠 7 Ⅱ 2次力H工のある剰情 S-4 Ⅲc層 8."7 紐 ① 30° O 9i  13

K―■ 2次加工のある熱片 T-5 Il c層 鰐 ④ 4095 620 420 O O 9卜 4

K4 第4咽 2 ピエス ェスキーュ S-3 Il c層 継 4800 ③ 98-1

K―■ 顆図 1 ピエス ェスキーュ V-5 Ⅱc層 鵬 4815 ○ 98-5

K―望 微細則雛痕のある熱片 S-3 継 お 65 215 θ鮮 2

K却 細 咽 3 Ⅳa 徹細剣雛辰のある到片 R-4 Il c層 3,掛 5 駆鰐 ? 凱 40 3330 11 30 ■ 25 O 98-9

K―魚 Ⅳ 微細剣離痕のある氣腑 T-5 ll c層 穏灰堵 弱 90 630 16° X 98-7

K-51 徹湘麟単睦痕のある熱)キ T-3 al e層 濡 端 ① 98-3

K-52 魏佃 4 彿蔭曝単強腹のある割)キ S-5 Ⅲc層 8.222 買 岩 4● 90 ○ 98-6

K―う| Ⅳ b 鰯 隠涙のあるal■ T-3 Il c層 FFk凝灰岩 19 90 150 O 981-10

K-54 微細剥離痕のある

“

片 S-5 Ⅱc層 謎 3830 ○ ○ 98-8

K-55 嘉47図2b Ⅳ 微細割離痕のある割腑 U-3 U℃ 層 濡 端 ③ 拗 00 O ○ 98 1lb

K―も6 第4咽 5 石 核 R-3 Il c層 石奏安JI岩 ① 8130 %60 8385 O 99--1 19

K― 7ヽ 望7図 1 石 核 R-4 Il c層 継 ⑦ ω25 O 9貯 2a

K-58 則 片 R-4 Il c層 耐 ② 1905 715 ○ 99-5

K 59 剣 片 R-3 ら鵬 O 9鮮 6

K― (ヽ 剣 片 R-3 Ⅲc思 858 糾 1825 9鮮 4

K巧 I 翻 鯛 1 Ⅵ 剰 片 S-3 Il c層 糾 200 盗 80

“

55 O lω-2

K当 2 騨姻 3 到 片 S-3 El c層 石英安山岩 ①

“

20 ○ 9鱗 13

K当 3 熱〕キ S-3 Il c層 織 ③ 國 30 4‐ 50 1575 2945 ○

K葛 4 則 片 S-4 Ⅲc層 淋 端 99--11

K 65 剤 片 S-4 Ⅲc層 講 ⑥ 2140 145 ○ 9鱗 8

K 66 Ⅵ 劉 片 S-4 Ⅲc層 紐 ②

“

40 ○ 96  10

第26表 石器観察翼 1)一 Ⅲ層

※折れ面 :Oは折れ面が 1面認められるもの、◎は 2面 認められるもの、Xは認められないもの
※自然面 :○は自然面力潔 め られるもの、×は認められないもの
※同一母岩:流紋岩⑦には接合関係力潔められるが、他はいずれも接合関係は認められず肉眼観察により推定されたものである。



第27表 石器観察瓢 2)一Ⅲ層

観 番 図版番号 分 類 石 器 名 称 グリッド 思 位 標 高 石 質 同瑞
最大長
肺

最大幅
鰤 講ｍ

重凰♪ 自然面 写真回版 と物番号

K部 7 Ⅵ 劉 片 S-4 Ⅲc層 講 1700 ○ θ貯 3

K―■8 剥 片 S-5 Uc層 8枡 9貯 7

K当 0 Ⅶ 剣 片 T-3 Ⅱc層 石英安山岩 ① 2410 lω-5

K-70 剣 片 T-3 ll c層 艦 ③ 2465 075

K-71 剥 片 T-4 IIl c層 82B4 継 ② 205 llll-6

K-72 Ⅶ 剣 片 T-5 耐 430 99--12

K-73 Ⅵ 制 片 R-6 Ⅲc層 8163 濡 燃 llX1 4

K-74 剥 片 R-2 Il c層 継 ② 1745 ○ lω-3

K-76 第4胡 2 剣 片 T-4 Ⅲ℃層 8242 耐 埒 4〔 1300 O llX-7 D4

K-76 剣 片 V-7 El c層 ○ llXH8

K-77 劉 片 S-3 Il e層 818( 耐 ⑤ 2870 ○

K-78 劉 片 S-3 Il c層 耐 ⑤ 550 235 lω…12

K-79 Ⅵ 剣 片 S-3 Ⅲc層 買 岩 1755 955 1∞-1

K81 Ⅵ 刹 片 S-6 Il c層 買 岩 O llXHll

K当 1 剣 片 T-5 Ⅲc層 825 濡 端 ○ 1∽-10

K-82 剥 片 R-4 uc層 82B5 耐 1655 O llX 14 51

K-83 剣 片 R-4 Il c層 継 ③ 2330 ○ lω-13

K-84 剰 片 S-3 Il c層 8102 1市取,き ② 5 30 ○ ○ 1∞■ 7

K当 6 勲姻 4 則 片 S-4 耐 V90 1320 閉 60 ③ O llXl■ 9

K-8( 剣 片 S-4 1赫端 ① 725 ○ llXr16

K-87 則 片 S-4 皿c層 8、 266 継 015 O ○ ユlX■15

K-88 剣 片 T-3 Ⅱc層 締 始 T75 ③ llX-23

K引 9 剥 片 T-3 Bl e層 謗 ① O llll― 】

K-90 Ⅵ 剣 片 R-4 ll c層 石英安山オ 8630 ∝ 釣 ③ O 1∞-20

K-91 :4鶴]1 到 片 R-4 Ⅱc層 紹 ① 紛 50 O O 99--2も

K-92 剥 片 S-4 Ⅲc層 糾 ③ 1760 ○ 101-2

K判 3 剣 片 S― 哲 El c層 糾 ① 6 00 ○ lCl-3

K引 4 則 片 S-5 Il c層 8、 25 1継 O lω-18

K-95 剖 片 S-5 Ⅲc層 8224 財 ③

K-9j Ⅵ 剥 片 T-3 Ⅱc層 買 岩 O 101-4

K-97 剣 片 R-4 Ⅱc層 耐 O llll-5

K―,I 則 片 S-6 ll c層 耐 930 230 925 ③ ○

Kコ 9 則 片 S-6 8282 貫 岩 430 O llXl-21

K■ 00 剣 片 T-3 Ⅲc層 石英安山岩 ①
"30

Ю 20 O 1∞-22

K■ 01 Ⅶ チップ R-4 □c層 8,265 I tlI 915 27(
０５
げ ③ llll-7

K-102 Ⅶ チップ S-4 ll c層 8.お4 買 岩 104-8

K■ 03 Ⅷ チップ S-5 Uc層 耐 77(
005
以下

lll-9

K-104 チップ S-5 Ⅲc層 817 濡 端 755
005

○ 101-10

※折れ面 :○は折れ面が 1面認められるもの、◎は 2面認められるもの、×は記あられないもの。

※自然面 :Oは 自然面力潔 め られるもの、×は認め られないもの

も接合関係が認められず、内眼観察 によ り推定 されたものである。※同一母岩 :流紋岩⑦には接合関係わ潔められるが、他はいずれ



第28表 石器観察翼 3)一 I・ Ⅱ層

紛tY 図版番号 分 類 石 怒 名 称 層 位 標 高 石 質 同一母岩 最大長
m 珈繍

最大厚
備耐 重 g) 折れ面 自然面 写真図版 と盤 号

K105 魏 9図 1 石 鏃 S-7 rt48 2800 117t 350 085 101-11 硝l①

K-106 毎49図 3 鋸歯縁石器? R-5 継 ③ 363( 2250 ○ llll-15 硝④

K-107 2大加工のある剣片
S-6
P23 085 llll■ 3 4‐Ю

K■ 08 2次ガΠ工のある烈)キ T-1 ウ′ドオ
1930 101-16 誦O

K■ 0( 2次力Ⅱ工のある築腑 U-6 石英安山岩
釣 60 545 101-21 p9Э

K-1 2次加工のある則片 一
４ 耐 ② 諺 90 865 ○ llll-12 51⑫

К 第49図 5 ピエス エスキーユ
一

‐９ 耐 能 20 O 101-22 4‐⑩

X Ⅳ 微細鉗峰痕のある氣

'キ

一
２ 継 ③ 101-30 4Ю

K 微細劇雛痕のある割片
一

４７ お俄端 ④ 570 ○ llll-18 働Ю

K■ 14 第 9図 2 微細剣離痕のあるal■
一

５８ 濡 燃 ① 3950 101-23 519③

K■ 15 微細烈朧辰のある剣片 R-5 耐 ① 昴 20 135 101-14 硝④

K■ 16 微細剖離痕のある氣,キ R-5 う絲端 ① 掛 75 515 4″ O llllW7 B⑬

微組黎灘痕のある黎,キ S-3 謗 ⑤ 2810 205 101-20 望⑩

K■ 1を 第49図 4 級細ヨ部雛痕のある剣片 S-6 安山岩 590 ③ llll-26

“

Ю

K l19 酬 離戻のあるコ)キ T-3 濡 端 乾 00 500 295 ③ lllW8 硝O

К-12( MHHl離痕のある黎,キ
T-3
P58 石英安山岩 ① O 101-31 519③

K■ 21 plm鉗雛腹のあるil片 R-3 ,総 動 80 405 125 ○ lll-17 開0

(■ 22 微細側離痕のある割)キ R-5 濡 鰐 4‐ 00 3470 1440 ③ llll-25 53⑬

K■ 23 微細熱障痕のある則片 継 ③ 1020 2 ③ 101-19 6150

K■ 24 第50図 2 石 核
R-5
P8 紐 ① m95 O 1¢-2 6聰

K-125 第50図 1 石 核 S-4 濡 端 ③ 402( O lυ -1 54o

K■ 26 制 片
R-5
P8 i継 7 410 O 101-29 6④

K-127 U-3
P48 1帝節うき ③ 1335 a⑩

K■ 28 R-5 彬様端 ⑤ 3470 2 rol 555 O 19-4 8の

K-12( 則 片 U-5 継 ② 1磁-6 働④

K■ 30 剣 片
S-5
P19 継

“

0( 650 O ○ lυ-3 おの

K131 則 片
U-3
P48 糾 172( 190 O O 510③

K-132 剣 片
一

５８ 1赫鰐 ① 1350 ○ !鬱-5 51Ю

K133 則 片 S-4 買 岩 155( 205 O ○ 1鬱-8 馘Ю

黎7図 2 Ⅶ 則 片
一

５４ i継 ③ 1560 660 ③ ○ 98 1la 5100

K■ 35 チノブ 一
鼈 I継 785 005

以下
X 1磁-9 48Ю

※折れ面:〇は折れ面が1面認められるもの、◎は2面認められるもの、×は認められないもの。
※自然面 :○は自然面わ篤君められるもの、×は認め られないもの。
※同一母岩:流紋岩⑦には接合関係が認められるが、他はいずれも接合関係が認められず、肉眼観察により推定されたものである。

第29表 Ⅲ層出土礫観察表

聴 グリット 層位 標高(m) 石 質 韓ｍ
最大幅
(闘 )

最大厚
(mm

重量(9) 登録番号 聘 グリット 層位 標高(n) 石質
最大長
(m■ )

最大幅
mml

最大厚
(m→

重量(9) 登録番号

1 S-4 EI C層 整質岩 76 60 48 75 3655 98 45 S-5 ⅡC層 8 137 疑灰岩 133 70 120 80 768 55

2 S-4 ⅡC層 8 208 凝灰岩 60 55 37 55 34 40 7060 S-5 ⅢC層 8 168 凝灰岩 と93 00 95 30 6010 683 85

3 S-4 皿C層
郷

‐９

上

下 安山岩 152 35 6320 32 45 T-4 II C層 8211 安山岩 16100 69 55 36 15 580 70

S-5 皿C層 3199 安山宕 123 30 62 50 40 40 454 50 9 T-2 田C層 S 198 安山宿 154 50 H405 82 60

5 S-5 ⅢC層 8 138 問録岩 107 30 106 70 5835
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第51図 Ⅲ層出土石器の類別と属性相関図
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点を残していないもの (第47図 2b、 第49図 4)に分けられる。

V類 :石核。

VA類 :剣片を素材とし、作業面を背腹両面にもつもの。打面調整は行なわれていない。a種 :

打点が 1側縁を移動し、力日撃方向が単方向のもの (第46図 5)、 b種 :打点が劉片の周囲を移動

し、加撃方向が求心的なもの (第47図 la)に分けられる。

VB類 :分割礫あるいは礫を素材 とし、作業面を90度 あるいは180度転換するもの (第50図 1・

2)。 打面調整は行なわれていない。

Ⅵ類 :祭Jtt。 剣片の形状によりa種 :折れ面をもたないもの (第47図 lb・ 2、 第48図 1～ 3)、

b種 :折れ面があり打点を残しているもの (第48図 4)、 折れ面があり打点を残していないもの

(第47図2a)に分けられる。

Ⅷ類 :チ ップ。最大長101mll以下のもの。

この他、HC層からは円礫が 9個出上しているが、 I～ⅥI類の石質とは異なり、剣片石器の

原材とは考え難い。また、それらに磨面あるいは敲打痕も認められない。

②Ⅲ C層出土石器の類別 と石材 :Ⅲ C層から出上した石器は、第24表に示すように総数が77点

である。 I類からⅧ類まで認められ、Ⅶ類 (チ ップ)を除 くと、Ⅵ類 (劉片)の出土数量が43

点と最も多 く、次いでH類 (二次加工のある剣片)の 16点、Ⅳ類 (微細剣離痕のある剥片)の

8点であり、他は 1～ 2点である。

定形化した石器は極めて少なく、石庖丁 1点 とIA類の石鏃 1点の計 2点であり、どちらも

欠損している。出土数量の多いⅡ・IVoⅥ類には、折れ面をもつものがH類 :10/16点、Ⅳ類 :

4/8点、Ⅵ類 :19/43点 あるが、特定の石材 との関係は認められない。

石器の規模は、最大長を第51・ 52図 に示している。H～Ⅳ類の最大長は7.0～ 2.0餌の範囲に

あり、折れ面のないⅡ・Ⅳ類では6.5～ 2.Ocmである。Ⅵ類の最大長は9.0～ 1.Ocmの範囲にある

が、折れ面の有無にかかわらず、5.Ocm以 下のものが大半を占める。Ha・ Iv a類の出土数量が

少ないため、素材剣片としての有効的な規模を明確にはできないが、HC類 (第45図 7)の最

大長は29。 91nnlで あり、折れ面のあるものや、より小規模な剣片についても素材剣片としての有

効性を考えることが必要であろう。

石材は10種類認められる。磨製石庖丁の石材である片岩は、当遺跡南方約15km以南の回武隈

山系に産するものであるが、他の打製石器の石材は遺跡周辺で採取可能なものである。種類別

では流紋岩の出土数量が53点 と最も多 く、次いで買岩の11点、石英安山岩の 5点であり、他は

1～ 2点である。このなかには、肉眼観察によるものではあるが、同一母岩 と推定される石器

が 7種類含まれている。

③石核 と劉片の形態 :石核の出土は2点 (VAa類、VAb類 )であり、 どちらも剣片を素材



としている。この 2種類の石核から得られる剣片にはVAb類 と接合する第47図 lbがある。

この他、出上した劉片やⅡ類・Ⅳ類のなかで象J片 の形状をとどめるものには、分割礫や礫を

素材とする石核から得られたと推定される象↓片も多 く認められる。

また、H～Ⅳ・Ⅵ類には背面に自然面を残すものが多 く、69点 中31点 を占める。そのうち、

26点が流紋岩であり、流紋岩の中に占める比率は26/50で ある。各類の比率は、H類7/12、 Ⅲ

類1/2、 Ⅳ類16/32で ある。自然面を残すものには、比較的規模の大きなものが多い傾向はある

がⅥ a類では5.Ocm以 下の象J片 に両者がほぼ同数認められる。これは、流紋岩の原石が比較的小

規模なことに起因しているものと考えられる。

13)遺物の所属時期

Ⅲ C層から出上した弥生土器は、 I～ III類に大別されるが、郡山遺跡においては類似性のあ

る資料が第44次調査 (第 85次調査 B区の北方約100mの地点)で出土している。この資料は古代

の遺構堆積土中や耕作土から出土したものであるが、直径約20mの範囲から出土していること

から、一時期の可能性が考えられており、桝形囲式期の古い段階に位置付けられている。概要

報告のため抽出資料によって77点の弥生土器が報告されており、第85次調査の IAlC類 、 I

A2類が認められず、 IB類が多いこと、第85次調査ではみられない地文上に沈線文が施文さ

れるものや、 1本引きの比較的細い沈線を3本 1組 とする文様がある点でやや異なるが、他の

I類、H類を共有している。

また、郡山遺跡以外での類例には、多賀城市桝形囲貝塚出土資料があげられる。これは、山

内清男により型式設定がなされた「桝形式」の標式資料である!こ の資料の怒祟には前型式の

様相を示す比較的太い沈線で文様を描 くものも含まれ、第85次調査の IAl類・ IA2類・ I

B類に共通性がみられる。また IA2類との器形的な類似性を示すものもあり、他の比較的細

い沈線で描かれる IC・ ID類や、Ⅱ類の各類を含んでおり、類似性を認めることができる。

桝形囲貝塚出土資料は、仙台市南小泉遺跡出土資料 とともに伊東信雄により「桝形式」。「桝

形囲式」として把握されてきたが、当初から両者には異なる点もあるが、共通点の多いことも

示されており、将来の細分も考えられていた。南小泉遺跡出土資料には、桝形囲貝塚出土資料

に後続するものの存在も指摘されているが、今のところそれを示す良好な資料は少なく、南小

泉遺跡においても第12次調査 6号濤 2・ 3層出土資料があげられる程度である。そのため、こ

こでは、第85次調査で出土した弥生土器については、桝形囲貝塚出土資料 との類似性から桝形

囲式期のなかでも古い段階に位置付けておきたい。また、Ⅲ C層から出上した石器についても、

その分布範囲は弥生土器 とほぼ同じであることから同時期のものと考えられる。尚、第44次調

査出土弥生土器との関連性については今後の課題とされる。
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仙台市郡山 跡 (第84次調査)の灰像

東京大学 松  谷  暁 子

1.は じめに

古墳時代の住居址のかまどの灰を顕微鏡で観察すると、植物の表皮細胞を反映した組織像が

見出されることがある。これらの像を灰像 と呼んでいるが、燃焼によって有機物が消失した後、

表皮細胞の細胞壁や細胞内に沈積していた珪酸などの無機物部分を観察しているのである。イ

ネ科の植物は珪酸を多 く取 り入れる傾向があり、穀類はほとんどイネ科に属するので、遺跡の

灰などの灰像を観察して、利用された穀類を推定できる場合が多い。郡山遺跡 (84次 )で住居

址からかまどの灰が出上したので、この試料について灰像の検出と識別を試みた。

2.試 料

SI-1267住居址のかまどから採取された灰の塊で、部分的に褐色の混じった灰色を呈してい

る。厚さが約 5 mmで、径 2 cmの塊が 4個位の量の半分について、以下の方法で処理を行った。

3.方 法

試料をスパチュラで時計皿に取 り、蒸留水を注いだ後、時計皿を回転させながら揺 り動かし

て、砂など重い部分を沈め、灰の含まれている軽い部分をるつばに移し、乾燥させたものをオ

イキットで封入して、光学顕微鏡用のプレパラー トを作成した。遠心分離を利用しなくてもこ

の簡便な方法で良 く見える。念のため沈澱物の方からもプレパラー トを作成したが鉱物ばかり

で灰像はほとんど見当たらなかった。

4.結 果

イネ科に由来する灰像が豊富に観察されたので、この住居址の竃では燃料 としてイネ科の植

物が使用されたことがわかる。

観察された灰像は大きく三つに分けられる。

一つは、イネ科の糎殻の表皮細胞に類似の細胞である (写真 1-2)。 イネ科の表皮細胞を構成

する細胞には “長い細胞"と “短い細胞"と があるが、イネの柳殻 (外穎 と内穎)の表皮細胞

には “短い細胞"がなく、波うった長い側枝をもつ “長い細胞"と 基部が円形で先細 りの長い

毛から構成されている (写真13)。 この特徴を持った灰像が、あまり多 くはないが観察された。

ただし、長い毛は抜け落ちて円形の基部が残っている。

二つ目のタイプは、イネの棄身や葉輪の “短い細胞"に形成される特徴的な形態の珪酸体であ

るため、“イネ細胞"と称される細胞 (写真14)を含む灰像である (写真 3-6)。 “短い細胞"

の中に形成される珪酸体はイネ科の分類群によって独特の形態を示し、まゆ状、十字状、鞍型



などに分類されているが、“イネ細胞"は、「蝶が羽を広げて棄の軸の方向に一列に飛んでいる

ような格好の細胞が数珠つなぎに等間隔に列んでいる」(渡辺1973)と の表現があるが、まゆ状

細胞を直角に回転させたものから十字状に近いものまで、いくつかの変異がある。マコモ属の

葉 (写真15)やサヤヌカグサ属の棄 (写真16)に も同じ形態の細胞が認められるが、イネで認

められる “イネ細胞"と の区別はこの細胞だけでは困難である。しかし、出土試料のイネ細胞

を含む灰像の中に、乳頭突起の顕著な気孔を伴ったものが多 く、このタイプの気孔はイネに特

徴的であることから、イネに由来する可能性が高いといえるであろう。イネの概殻に特徴的な

灰像を伴うことも、イネ由来を支持している。

二つ目のタイプは、量が最も多いが、“長い細胞"の細胞壁が細かく波打ってお り、小型の気

孔が数列配列しているもの (写真 7-10)と 、基部が円形で先端が尖った円錐形の小さな毛が

存在するもの (写真11-12)が ある。“短い細胞"の 中に形成される珪酸体の存在ははっきりし

ない。波打った細胞壁をもつ “長い細胞"と 、小型の気孔列、円錐形の毛等は、湿地に生育す

るヨシの葉身や葉輪の表皮細胞の形態 (写真 17、 18)と よく似ているが、棄身の “短い細胞"

の中に形成される鞍型の珪酸体がほとんど見いだされないことや、葉身の内軸面に分布する機

動細胞が少ないことは、大部分が茎 (葉輪や得)に 由来するように思われる。

5.考 察

筆者はこれまでにも日本の弥生時代や古墳時代の住居跡から出上したかまどの灰を観察した

経験がいくつかあるが、イネの靱殻 と東に由来する灰像がきわめて多い。仙台市の六反田遺跡、

郡山遺跡、山口遺跡の竃の灰についても同様で、イネの籾殻と藁が大部分であった (松谷1987、

松谷未印刷)。 それに比べて今回の郡山遺跡 (84次 )の場合はイネが少なく、ヨシの葉や茎に似

た灰像の方が多 く検出されたということが顕著な違いである。しかし、千葉市上ノ台遺跡の竃

の灰の場合は、ヨシの灰像が多 く検出されている住居址もあった (松谷1981)。 また、古川市の

留沼遺跡の灰層からも、ヨシの灰像が多 く検出されたが、この場合は敷物 としてヨシが利用さ

れていた可能性がある (松谷1980)。 いずれにせよ、イネの他に利用されたわら状の植物 として

ヨシの利用がきわめて多かったことは十分に考えられる。もっとも、ガマやイグサが利用され

たとしても珪酸体がほとんど無いので検出されていないことを考慮する必要があろう。
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松谷暁子 未印刷 :郡山遺跡の灰像

松谷暁子 未印刷 :山 口遺跡出土試料の灰像。

渡辺直経 1973:灰像による穀物遺残の検出法(上 )。 考古学研究20-2。

写真説明

図版 l SI-1267住居址出土かまどの灰から検出されたイネ秘殻の灰像 (1・ 2)と イネ細胞

(3か ら6)

図版 2 SI-1267住居址出土かまどの灰から検出された細胞壁の波打った “長い細胞"と気孔

の列 (7か らlo)および細胞壁の波打った “長い細胞"と 円錐形の毛のある灰像 (11

と12)

図版 3 13 イネの概殻の灰像

14 イネの葉身に認められるイネ細胞

15 マコモの葉身に認められるイネ細胞

16 エゾノサヤメカグサの葉身に認められるイネ細胞

17 ヨシの葉輪に認められる細胞壁の波打った “長い細胞"と 円錐形の毛

18 ヨシの葉輪に認められる気孔列



評

浄

50u

生

閣
颯
ｒ
狩
出‥
．‐４
竜
‐

“

:孝乱菰Iと鸞盈
機ミ.髯 ―

路   井 越ェピ

~  を,期

"'

蛭 ―
図版 1



―

』 L９
一嘔

とⅢⅢ年 ｀ 亨`

ミ|llllliゝi3'イ

図版 2

れ11日HHll“甍芝_ 12



／

た
一　
　
　
　
　
　
　
一
．
宝
ｉ　

辞

双
持ｔ
／

，

す
ヽ
．

，Ｌヽ
，

一ご

亀
,  '

ご
=

ご 1,
チ  蓼

喜

Ⅲ痣F二で転
=癖

♂
~・ 学4.・ こ鶯 善ふ 幸

'  'と蔭

　

急

図版 3

18



仙台市郡山遺 河査)に おける

オパール分析

古環境研究所

1. は じbに

郡山遺跡 (第84次調査)では、 7～ 8世紀初めとされる土層から小濤状遺構群が検出され、

当時の畑跡 と見られていた。この調査は、プラント・オパール分析を用いて、同遺構における

イネ科栽培植物の検討、およびその他の層における稲作跡の検証 と探査を行なったものである。

2.試 料

試料は、遺跡調査の担当者によって採取され、当研究所に送付されたものである。 7～ 8世

紀初めの畑跡とされる小濤状遺構群が検出されたのは、HC層の上面である。分析試料は、同

層の上壌や濤の埋土などから計17点が採取された。図 1に、土層断面図と分析試料の採取箇所

を示す。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をも

とに、次の手順で行なった。

(1)試料上の絶乾 (105° C・ 24時間)、 仮比重測定

12)試料土約 lgを袢量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

※電子分析天袢により1万分の lgの精度で葎量

電気炉灰化法による脱有機物処理

超音波による分散 (300W。 42KHz。 10分間)

沈底法による微粒子 (20μ m以下)除去、乾燥

封入剤 (オ イキット)中 に分散、プレパラー ト作成

検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍 の偏光顕微鏡下で行なった。計数は、ガラスビーズ個数が300以上に

なるまで行なった。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgぁ たりのガラ

スビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の上ヒ率をかけて、試料 1

g中 のプラント・オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重 と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、

単位 :105g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。換算係数は、
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イネは赤米、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種

実重は1.03)、 6.31、 0.48で ある (杉山・藤原、1987)。

4.分析結果

プラント・オパール分析の結果を表 1お よび図 1、 図 2に示す。なお、プラント・オパール

の定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ

エなどが含まれる)の主要な 5分類群に限定した。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考 察

(1)畑状遺構について

畑状遺構では、遺構面の上壌についてC-6G地点の東壁と南壁、小濤③、④、⑥、⑦、⑨、

⑩の埋土、計6点について分析を行なった。その結果、これらのすべてからイネのプラント・

オパールが検出された。密度は、900～3,600個 lgと ゃゃ低いことから、同遺構で稲作が行な

われていた可合2性はあるものの、上層などからの混入の危険性も考えられる。

小濤③の埋上では、キビ族 (ヒ エやアワなどが含まれる)が検出されたが、密度は900個/g

と微量である。同族には、ヒエやアワ、キビなどが含まれるが、現時点ではプラント・オパー

ルの形態から、これらの栽培種 と他の野・雑草 とを識別するに至っていない (杉山ほか、1988)。

プラント・オパール分析で同定される分類群のうち、栽培植物が含まれるものには、上記以

外にも、ジュズダマ属 (ハ トムギが含まれる)やムギ類などがあるが、これらのプラント・オ

パールはいずれの試料からも検出されなかった。

以上のことから、同遺構ではイネが栽培されていた可能性が考えられる。なお、プラント・

オパール分析で復原できる植生はイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は対象外

となっていることに留意されたい。

(21 その他の層について

C-lG地 点では、 Ia層～Ⅲ層について分析を行なった。その結果、 Ia層～Hb層の各

層でイネのプラント・オパールが検出された。このうち、 Ia層 については、現在 もしくは最

近の水田耕作に伴うものと考えられる。 Ib層、 IC層、Hb層では、密度が5,300～9,300個

/gと高い値である。したがって、これらの層で稲作が行なわれていた可能性は高いと考えら

れる。Ha層では密度が2,500個 /gと ゃゃ低いことから、稲作が行なわれていた可能性はある

ものの、上層もしくは他所からの混入の危険′
性も考えられる。Hd層およびⅢ層ではイネのプ

ラント・オパールは検出されなかった。

以上のことから、C-lG地 点ではHb層の時期に稲作が開始され、ほぼ継続して行なわれ

て現在に至ったものと推定される。

この他にも、C-3G地 点のHa′層とC-5G地 点のⅣ層について分析を行なった。その結



果、これ らの両者か らイネのプラン ト・オパールが検 出された。この うち、後者で は密度が5,500

個/gと 高い ことか ら、稲作 の可能性 は高い と考 えられる。前者で は、密度が2,700個/gと ゃ

や低い ことか ら、稲作の可能性 はあるものの、上層 もしくは他所か らの混入の危険性 も考 えら

れ る。

<参考文献 >

杉山真二・藤原宏志 1987:川 口市赤山陣屋跡遺跡におけるプラント・オパール分析。赤山一 古環境編一。

川口市遺跡調査会報告、第10集、281-298。

杉山真二・松田隆二・藤原宏志 1988:機動細胞珪酸体の形態によるキビ族植物の同定とその応用一 古代農

耕追究のための基礎資料として一。考古学と自然科学、20:81-92。

藤原宏志 1976:プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析

法―。考古学と自然科学、 9:15-29。
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日高遺跡 (弥生時代)水田におけるイネ (O sativa L)生 産総量の推定―。考古学と自然

科学、12:29-41。
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田址の探査―。考古学と自然科学、17:73-85。

表 1 プラン ト・オパール分析結果
仙台市、郡山遺跡84次調査
C-lG西 壁北隅地点 単イ立 :r回 /g

単位 :個 /g

試  料  宅 イ    ネ ヨ  シ 属 タ ケ エ 科 ウ ン クサ 糖 キ ビ 旅
Ia

lb

lc

Ⅱa

Ⅱb

Ⅱd

００

０。

０。

００

０。

０

〔

2,800

900

0

800

1,800

800

0

11,300

9,300

13,400

21,600

12,800

5,900

C-3G南 壁地点

試  料  名 イ    ス ヨ  ン サ己 タ ケ HF剌 ウシクサ旅 キ ビ 族
l R00 18 200 0 0

C-6G東 壁地点 単イ立 :イ固/g
試  料  2 イ    ネ タ ケ 距 科 ウ シ ク十 維 キ ビ 療

Π 1 800 12 000 900 0

C-6G南 壁地点

C-5G南 壁地点

C-2G南 壁地点

試  料  名 イ     メ ヨ  シ  属 タ ケ 市 科 ウンクサ族 キ ビ 族
Ⅱc

卜静③埋土
卜静④埋土
卜選∩IHtキ

2,500

900

3,600

1,700

1,900

1,800

7 500

単位 :個 /g

単位 :個 /g

単位 :個 /g

試  料  名 イ    ネ ヨ  シ 属 タ ケ HF科 ウシクサ族 キ ビ 族
Ⅳ

小濤⑦埋土
5,500

1,800
16,600

12,oOo

試  料  名 イ    ネ タ ケ 亜 科 ウシクサ族 キ ビ 族
小迦め担+ R 100 0 0
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図 1 イネのプラント・オパールの検出状況

(注)<印は50cmご とのスケール、 。印は分析試料の採取箇所

郡山84次  C-lG地 点 植物体生産量 t/10a・ cm

匡昌ヨシ Elタ ケエ科 ロイネ 囲イネモミ

図 2 おもな植物の推定生産量と変遷

(注)<印は50cmご とのスケール
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3 ヨン属 C5G南小瀬③ 400倍

2 イネ C6G商小溝◎ 400倍

4 タケ正科  C lG西 Ⅱd層 400倍

根ガ|

√
5 タケエ科 C5G南Ⅳ層 400倍 6 イネ科の茎部起源 C5G南小溝◎ 400倍





仙台市郡山遺跡 (第85次調査 B区)出土
石庖丁の使用痕分析

東北大学 (埋蔵文化財調査室) 山 田 しょう

本資料は、仙台市郡山遺跡第85次調査 B区 において、弥生時代桝形囲式期の遺物包含層であ

るHC層 から出土 したものである。

金属顕微鏡の100倍 と200倍 で表面の光沢面 (摩耗面)を観察 した。その結果ほぼ全面に須藤、

阿子島によって「パッチ状のコーン・ グロス」 と呼ばれた、主にイネ科植物で現れる使用痕の

光沢面の斑が認められた。A面では刃部を除 く全面に光沢面が発達 しているが、 B面では光沢

面の発達が弱 く、図で同じ中程度 として示 した部分でも、A面側の光沢斑の方がより発達 して

いる。線状痕は全体に不明瞭で、刃部で一部刃に平行するものがあるが、これは砥石の擦痕が

重なったものだろう。砥石による光沢面は、愛状の明瞭なものは見 られない。

使用痕の特徴は須藤・ 阿子島 (1985)に よって報告されている東北地方の石庖丁の、両面 と

も向かって左側が光沢面が強 くなるという一般的な特徴 と一致 し、実験 との対比から穂摘みの

痕跡 と解釈されるものである。刃部の光沢面が相対的に弱いのは、刃の研 ぎ直 しと解される。

B面上辺にも光沢面の強い部分が認められることは、この石庖丁が左手でも使用され、かつ

御堂島 (1989)が打製石庖丁について推定 した握 り方が正 しい可能性を示唆する。

この石庖丁は折れてお り、かつ孔が貫通 していなかったように観察されるため、穿孔中に破

損 した未製品と考えられた。 しかし、実際には使用痕が検出されたので、孔の無い状態で使っ

ていたか、実際には孔が、失われた側の破片に開いていた可能性が考えられる。後者の場合は

孔が孔全体の中央からずれたところで貫通 していたことになる。光沢面の斑 は孔の縁 ぎりぎり

まで及んでいるが、孔の内部及び縁に形成されたものは一つもない。孔の内部は窪んでいるの

で、たとえ使用時に孔が存在 していたとしても光沢面は形成されにくいが、孔の縁に形成され

た光沢面が全 く無いことは、 この孔が使用後に開けられた可能性を支持 している。他方、折れ

面の縁には折れによって切断された光沢面の斑がい くつか認められる。孔に切 られた光沢面の

斑は無いが、これは偶然の結果 とも解釈できる。そうであれば、 この石庖丁は既に完成 し使用

されていたが、何 らかの理由で孔を開け直そうとした際に、破損 したと考えられる。

引用文献

須藤 隆・阿子島香(1985):「東北地方の石包丁についてJ『 日本考古学協会第51回総会研究発表要旨』

御堂島正(1989):「『挟入打製石包丁』の使用法J『古代文化』第41巻第8号 pp l-15

金属顕微鏡は東北大学考古学研究室所蔵のオリンパスBHMを使用させていただいた。
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石庖丁実測図

書録蓉弓 石器名称 グリット 溜  富 石 暫 島十岳 rmmⅢ 昂★帳 作mⅢ 昌★厘 nln 壼目 gⅢ 刃角 備    考

右 厄 Ⅲ ,層 R19rn 片岩 20 15 AO° 縦杉国☆蜘 狩娼品

I■■:微弱 11■ 1弱      欝難 中

ポリッシュ分布図

写真



1.5～ 8は
―

がloo μ m。 2～ 4は
一

が100 μ m

イネ科植物の使用痕光沢斑 (写真の水平方向が刃の方向)

2.祗石による擦痕 (水平方向)が重なったもの    4.水 平方向の微高部が摩耗し、使用による線状痕のように

7.折れ面 (右端)に切られた光沢面

8 紐穴 (右端)の近くの光沢面の分布

見える光沢面





仙台市郡山遺跡 (第85次調査 B区)における

プラン ト・オパール分析

古環境研究所

1. は じめ に

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、郡山遺跡 (第85次調査 B区)における稲作

跡の探査を行なったものである。

2.試 料

試料は、遺跡調査の担当者によって採取され、当研究所に送付されたものである。調査地点

の上層は、 I層～Ⅲ e層に分層された。このうち、試料が採取されたのは、H層～III d層 の各

層である。これらの層では、いずれも水田土壌の可能性が考えられており、Ⅲ a層 は 7～ 8世

紀初め、Ⅲ d層 は弥生時代中期 とされていた。図 1に 、土層断面図と分析試料の採取箇所を示

す。

3.分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)」 をも

とに、次の手順で行なった。

(1)試料上の絶乾 (105° C・ 24時間)、 仮比重測定

り)試料土約 lgを秤量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

※電子分析天袢により1万分の lgの精度で袢量

●)電気炉灰化法による脱有機物処理

(4)超音波による分散 (300W。 42KHz。 10分間)

(5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去、乾燥

(6)封入剤 (オ イキット)中に分散、プレパラー ト作成

17)検鏡 。計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、プラント・オパールと略す)

をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行なった。計数は、ガラスビーズ個数が300以上に

なるまで行なった。これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。試料 lgぁたりのガラ

スビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズ個数の上ヒ率をかけて、試料 1

g中のプラント・オパール個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重 と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、

単位 :105g)をかけて、単位面積で層厚 l cn4あ たりの植物体生産量を算出した。換算係数は、



イネは赤米、ヨシ属はヨシ、タケ亜科はゴキダケの値を用いた。その値は、それぞれ2.94(種

実重は1.03)、 6.31、 0.48である (杉山・藤原、1987)。

4.分析結果

プラン ト・ オパール分析の結果を表 1お よび図 1、 図 2に示す。なお、稲作跡の検証および

探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキ

やチガヤなどが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含 まれる)の主要な 5分類群に限定 した。巻末

に各分類群の顕微鏡写真を示す。

5.考 察

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行なう場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lg

あたりおよそ5,000個 以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行なわれていた可能性

が高いと判断している。また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、上

層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行なわれていた可能性

はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、稲作の可能性について検討を行なっ

た。

H層～Ⅲ d層 について分析を行なった結果、 H層およびmc層 でイネのプラント・ オパール

が検出された。 このうち、Ⅱ層では密度が12,700個 /gと 非常に高いことから、稲作が行なわ

れていた可能性 はきわめて高いと考えられる。Ⅲ C層では、密度が800個/gと 低いことから、

稲作の可能性はあるものの、上層 もしくは他所からの混入の危険性 も考えられる。ma層、 III

b層、Ⅲ d層では、イネのプラント・ オパールは検出されなかった。

以上のように、同遺跡ではH層で稲作の可能性が高いと判断され、Ш C層でも稲作の可能性

が認められた。 しかし、その他の層では稲作の可能性 は認められなかった。
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藤原宏志 1976:プラント・オパール分析法の基礎的研究(1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析

法―。考古学と自然科学、9:15-29。

藤原宏志 1979:プラント・オパール分析法の基礎的研究(0-福岡・板付遺跡 (夜自式)水田および群馬・

日高遺跡 (弥生時代)水田におけるイネ (O sat�a L)生産総量の推定―。考古学と自然

科学、12:29-41。

藤原宏志・杉山真二 1984:プ ラント・オパール分析法の基礎的研究(動 ― プラント・オパール分析による水

田址の探査―。考古学と自然科学、17:73-85。



R-lG   ttf回 /g

0        1        2
表 1 プラン ト・ オパール分析結果

仙台市郡山遺跡85次調査

|   !         R-lG西 壁地点 単イ立:イ固/g

図 1 イネのプラン ト・オパールの検出状況

(注)<印は50clnご とのスケール、 。F「 は分析試料の採取箇所

植物体生産量 t/10a ocln

ロヨン ロタケ亜科 ロイネ 鰯イネモミ

図 2 おもな植物の推定生産量 と変遷

(注)く 印は50cmご とのスケール

獣  料  完 イ     ネ タ ケ 下 科 ウシクサ旗 キ ビ 族

Ⅱ

Ⅲa

Ⅲb

Ⅲc

Ⅲd

７０

　

　

　

　

　

８０

1,900

1,600

900

800

900

12,700

13,300

11,100

17,800

18,700

９００

０

０

０

９００
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とまⅥII

今回の第84・ 85次調査では、 3地点の調査が南北140m、 東西90mの範囲で行われ、古墳時代

後期から平安時代の遺構が検出され、出土した遺物の時期は弥生時代から近世に及んでいる。

なかでも、第84次調査では4面の遺構面が検出され、層位的な遺構の変遷も把握されている。

また、豊島正幸氏による航空写真の判読により、郡山遺跡を中心としたより細かな微地形分布

が示され、広瀬川右岸の段丘崖の存在も明らかにされている。ここでは、検出された遺構・遺

物を弥生時代か ら順に要約しておきたい。尚、郡山遺跡では検出された遺構を第 1～第 5段階

に時期区分している。

(1)弥生時代 (第 1段階):弥生時代の遺物は各調査区から出土しているが、第85次調査B区では

桝形囲式期の古い段階の遺物が基本層Ⅲ C層から土器273点、石器77点 の総数350点 出上してい

る。これらの遺物には、分布、接合関係、分類を通して以下のようなことが認められる。

①分布

。遺物の出土は東西12～ 13m、 南北10mの範囲で比較的多 く、地点的に集中するところがある。

・土器の集中するところと石器の集中するところは異なる傾向がある。

・土器及び石器 (I～Ⅵ類)の集中するところとチップの集中するところは異なる。

②接合関係

・接合する土器には近接した位置関係を示すものと、

'ヒ

較的離れた位置関係を示すものがある。

・石器の接合資料は 1例だけであり、接合した 2点の石器は近接した位置から出土している。

③土器・石器

・土器は主に文様からI～Ⅲ類に分けられ、桝形囲貝塚出土資料 との類似性が認められる。

・土器の器種には壷、鉢、台付鉢、高邦、蓋、甕が認められる。

・土器はほとんど破片であり、器形を復元できる個体は極めて少ない。

・石器は、形態から磨製石器 と打製石器 I～Ⅶ類にわけられたが、定形化した石器は極めて少

なく、石庖丁 1点 と石鏃 1点の計 2点である。

・石庖丁には、使用痕分析によリイネ科植物に対して機能したことが明らかにされた。

・石材は10種類認められ、磨製石庖丁の石材は阿武隈山系に求められるが、他の石材は遺跡周

辺で採取可合となものであり、流紋岩が多用されている。

これらの遺物の分布はひとつのまとまりを示しているが、前述のようにⅢ C層の上面で検出

されたものに限られているため、その性格については言及できないが、近 くにこの時期の居住

域が存在することは十分に考えられる。また、プラント・オパール分析によりШ C層からはイ

ネ機動細胞のプラント・オパールが800個 /g検出されており、調査区及び周辺での水田跡の存



在 も推定されている。今後この周辺の調査では、弥生時代の集落の存在を念頭におく必要があ

ろう。尚、第84次調査基本層Ⅳ層からもイネ機動細胞のプラント・オパールが5500個 /g検出

されており、その層位的な対応関係も課題 とされる。

鬱)古墳時代後期～奈良時代初頭 (第 2～第 4段階):こ の時期の遺構検出面は、第84次調査では

基本層Hd層上面、第85次調査ではA区、B区 ともにⅢ層上面である。各調査地点で検出され

た遺構は以下の通 りである。

①第84次調査 :掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 3軒、濤跡 1条、土坑 4基、性格不明遺構

1基、 ピッ ト73基

②第85次調査A区 :掘立柱建物跡 1棟、濤跡 1条 (方四町H期官衛外郭南辺大濤 SD35)、

ピット4基

③第85次調査 B区 :掘立柱建物跡 3棟、濤跡 1条、性格不明遺構 2基、ピット40基

掘立柱建物跡は5棟検出されており、H期官行外郭南辺大濤 (SD35)を含めると、その新旧

関係は、次のように示される。
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これらの掘立柱建物跡はいずれも出土遺物からその時期を明確にできないが、真北方向を基

準 とするSB1277は、方四町H期官行、郡山廃寺の基準線 と密接な関連性があり、SD35と の同

時性を考えることができる。また、他の4棟の掘立柱建物跡については真北から約30度東に偏

向する方向性を示す I期官衡に伴 う可能性がある。しかし、SB1278の ように真北から17度東に

偏向しているものや、SB1265、 SB1279の ように他の遺構 との新旧関係をもたないものもあり、

なお検討を要する。

竪穴住居跡は、第85次調査では検出されておらず、第84次調査で 3棟 (S11267、 S11268、

S11269)検出されている。いずれも全容は明らかではないが、平面形は方形を基調 とし、S11267、

S11268に は北辺にカマ ドが施設されている。S11267で は、カマドの灰の灰像分析の結果、イネ

が少なく、ヨシの葉や茎に似た灰像が多 く検出され、ヨシの利用が多かつた可能性が指摘され

ている。各住居の時期は、S11269は掘 り込みを行ってはおらず、S11267、 S11268に ついても遺

物の出土状態からは時期を明確にできない。しかし、埋土などから出上した遺物のうち土師器

不には、口縁が内湾気味に立ち上が り、丸底であることなどの共通性 とともに、S11267の 3点

は内外面に段をもつが、S11268の 2点 は共に外面にのみ段をもつ違いもみられる。これらに類
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似する遺物は、郡山遺跡では第 3段階、第 4段階の遺構から出上しており、 2棟の竪穴住居跡

の時期を示す可能性がある。また、住居の方向性については、S11267の ようにN-32°一Eと I

期官衛 と同様の数値を示すものもあるが、S11268は N-26°一E、 S11269は N-25°一Eと 異な

る。住居の方向性は、東偏30度 を示すものが I期官衛以前の竪穴住居跡にもあり、第83次調査

までに検出された総数109棟の竪穴住居跡、竪穴建物跡などにおいても真北及び東偏30度 を基準

として集中する傾向は材木列による区画ブロック内や方四町H期官衡中央部の竪穴建物跡、寺

院東方建物群周辺には認められるが、第84次調査地区など、他の地区では顕著でない。そのた

め、方向性からの所属時期の検討は慎重を要する。

さて、今回の調査では、方四町H期官衛外郭南辺と郡山廃寺の間の第85次 B区で四面廂付の

東西棟掘立柱建物跡 SB1277が検出されている。また、その位置は郡山廃寺南北中軸線の延長上

にあり、計画的な配置によるものと考えられる。この建物跡は、桁行 8間・梁行 5間で、第83

次調査で検出された掘立柱建物跡 SB1250と 同じ構造を示している。SB1250は政庁正殿 と考

えられているが、規模の点ではSB1277の ほうがひとまわり大きい。この建物跡の性格について

は、今後の課題 とされる。

ところで、こうした四面廂付の掘立柱建物跡は他の遺跡でも例が少なく、同じ頃のものとし

ては名生館遺跡の政庁正殿があるが、桁行間数が 7間 と奇数間であり、SB1277、 SB1250と は

異なる。また、桁行間数だけでいえば、多賀城 I期の政庁正殿 も5間 と奇数間である。偶数間

の四面廂付の建物跡は、礎石立ちの建物であるが多賀城廃寺の講堂があげられ、桁行 8間、梁

行 4間である。郡山廃寺の全容はまだ明らかではないが、多賀城廃寺 との類似性が指摘されて

おり、同様の偶数間の可台静l■がある。その解明は今後の課題 とされるが、SB1277に ついては

SB1250と ともに桁行が偶数間であることには留意していく必要があろう。

(3)奈良時代～平安時代 (第 5-A段階):こ の時期の遺構は、第84次調査のⅡ C・ II d層 上面に

おいて小濤状遺構群がA群・ B群の 2群検出されている。この遺構は畑跡の存在を示すことが

推定されており、プラント・オパール分析結果もその可能性を指摘している。小濤状遺構群は、

郡山遺跡の他の調査でも検出されているが、 I期・ H期の官衡跡との関係では、それらより古

いか、あるいは第84次調査のように新しいかのいずれかであり、その間にはいるものは今のと

ころ認められていない。これは、 I期・Ⅱ期の官衛跡の連続性を傍証するものであろう。

は)平安時代 (第 5-A段階):こ の時期の遺構は、第84次調査の■b層上面で検出されたHa層

を耕作土とする水田跡 (Ⅱ a層水田跡)と Ha層上面で検出された土坑、ピットなどであり、

その間の土地利用の変化を示している。前者は10世紀前半と推定される灰白色火山灰降下以前、

後者は灰白色火山灰降下前後に位置付けられる。郡山遺跡では、平安時代の遺構の検出例は少

ないが、第84次調査区に隣接する第62次調査や第55次調査、第70次調査で検出されている。



(動 中世～近世 (第 5-B段階):今回の調査では遺構は検出されなかったが、遺物が出上してい

る。郡山遺跡の東には北目城跡があり、それに関連する遺構も今後明らかにされていくものと

考えられる。

以上のように、第84次調査、第85次調査では、弥生時代から近世にかけての遺構あるいは遺

物が検出されているが、これらと地形環境 との関連性についても考えておきたい。

豊島正幸氏の航空写真の判読によって明らかにされた郡山遺跡周辺の微地形は、この地域に

はいくつもの旧河道が広 く分布 している事を示しており、北部には段丘崖が認められる。今回

の調査地点は自然堤防から旧河道にかけて立地しているが、 3地点とも古墳時代後期から平安

時代 (第 2～第 5段階)では河道は検出されておらず、河道が存在した時期はそれ以前である

ことを示している。しかし、それらが弥生時代 (第 1段階)の地形環境を示すものであるかど

うかは遺構面が確認されていないため不明である。第 2段階以降では、河道の埋積にともない、

微起伏のある地形面が展開していたものと考えられ、それは第84次調査における水田の形態や

小濤状遺構群の方向と関連しているものと理解される。また、遺跡全体でも旧河道部分に位置

する他の地点の調査結果もそれらの多 くが第 2段階以前のものであることを示しており、今回

の調査地点と同様の地形面の展開を考えることができる。これは、水田耕作や畑作にとって、

耕地としての土地条件が地形面の制約を受けやすい環境にあったことを推測させる。しかし、

官衛にともなう掘立柱建物跡の配置 と地形面 との間には密接な関連性 はほとんど認められな

セゝ。

ところで、旧河道のなかには遺跡の南縁から西南縁にかけて比高差が 1～ 2mぁ り、現在で

も水田として利用されているものがある。ここでの調査は行われておらず、時期は不明である

が、第 2段階以前の旧河道 とは異なるものであり、遺跡の南縁を示すものと推定されている。

また、遺跡北部の段丘崖の形成時期は明確ではないが、段丘崖の北側で行われた 2地点の調査

では遺構、遺物はまったく検出されていない。この段丘崖の崖線は、広瀬川に面するところで

は、約60度西偏しており、 I期官衝にともなう掘立柱建物跡などの方向と関連する可能性があ

り、H期官衛外郭線の北辺や北東コーナーと段丘崖の位置には密接な関連性を認めることも可

能である。こうした地形 と遺構の関係は、竪穴住居跡の方向についても、より近い位置にある

崖線や、現況でも認めることのできる比高差のある旧河道の方向などからも考えていく必要が

あろう。

今後、地形環境 とともに植生などの復原が各時代をとおして進むことにより、郡山遺功にお

ける通時的な人類の営みが解明されてい くものと考える。
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写真91 第84次調査区出土土器 (2)
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写真94 第85次調査 B区出土弥生土器
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写真95 第85次調査 B区出土弥生土器 (2)



鶴
一〕

儡
一
一

工一一一一一一一一一一十一　一

臨・`
20

●卜 ・‐|

f 23

写真96 第85次調査 B区出土弥生土器 (3)
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写真98 第85次調査 B区出土石器 (2)
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写真99 第85次調査 B区出土石器 (3)
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写真101 第85次調査 B区出土石器 (5)
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